




26 年度又は 27 年度分の同窓会年会費を納入いただいた方全員に
卒業生名簿を無償にてお送りしております。
今回から今までの A4 冊子に加え、ＣＤ版も作成いたしました。

平成 27年版 卒業生名簿が完成いたしました！

ＣＤ版の特徴

ご希望の方は、郵便払込用紙（宛名が印字されているＡ４用紙）に

の希望チェック欄がございますので、必ずいずれかに○を付けてください。
※ご記入のない場合は、勝手ながらＣＤ版を送らせていただきますので予めご了承ください。

◆システム化されておりますので、検索がスムーズに行えます。

◆目的の年次ページへ即ジャンプすることもできます。

◆お名前の検索ももちろん可能ですので、探す手間がかかりません。

◆プリンターでプリントアウトも可能です。※人数制限有（500 名以下）

◆コピーガードやＩＤ／パスワード設定などセキュリティ面でも安心です。

◆不要になった場合でも処分に困りません。

◆コンパクトなので保管もしやすく、また持ち運びにも大変便利です。

◆取扱説明書付ですので、どなたでも簡単にお使いいただけます。

◆冊子に比べ名簿発行費が大幅に削減でき同窓会の負担を少なくできます。

◆今昔の校舎・名誉教授の画像や学歌等をお聞きいただけます。

◆プラスチックケース・カラージャケット 4P 付き！

●ご不要になった古い名簿は事務局がお引き取りいたします。
　絶対に家庭用ゴミや古紙回収にそのまま出さないでください！
　※大変恐れ入りますが、名簿の返送費用につきましては各自ご負担願います。
●卒業生名簿を買取り業者へ販売することは絶対にしないでください。
　同窓会としましては、会員の皆様への信頼を基に卒業生名簿を発行しております。
●こちらのCDはWindows専用です。Macの方は冊子をご用命ください。

《ご注意》

ＣＤ希望 冊子希望 名簿不要
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Greeting

　

同
窓
会
報
へ
の
寄
稿
が
許
さ
れ
た
こ

の
機
会
に
、
大
阪
・
京
滋
奈
・
神
戸
の

各
支
部
を
統
合
し
て
、
近
畿
支
部
が
誕

生
し
た
趣
旨
な
ど
を
、
私
見
を
交
え
て

同
窓
会
員
各
位
に
ご
報
告
し
た
い
。

　

私
が
大
阪
支
部
長
に
ご
選
任
い
た
だ

い
た
の
が
平
成
22
年
１
月
、
翌
年
度
に

三
支
部
の
統
合
を
そ
れ
ぞ
れ
が
機
関
決

定
し
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
新
支
部
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

近
畿
支
部
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
京

大
・
経
済
学
部
同
窓
会
員
の
う
ち
、
近

畿
二
府
四
県
に
居
住
も
し
く
は
勤
務
す

る
者
と
し
て
い
る
が
、
発
足
時
に
福
井

県
の
会
員
よ
り
参
加
希
望
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
た
。

　

爾
来
支
部
組
織
の
な
い
府
県
か
ら
の

参
加
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会
員
の
家

族
同
伴
や
、
経
済
学
部
以
外
の
京
大
卒

業
者
の
同
伴
参
加
も
推
奨
し
て
い
る
。

と
く
に
今
後
は
、
京
大
地
元
支
部
の
地

の
利
を
活
か
し
て
、在
学
特
別
会
員（
現

役
の
学
生
）
に
も
、
企
業
人
・
社
会
人

と
の
交
流
の
場
の
一
つ
と
し
て
、
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

　

経
済
学
部
同
窓
会
は
、
昭
和
41
年
６

月
に
総
会
を
開
催
し
て
後
、
平
成
元
年

に
再
発
足
す
る
ま
で
の
20
年
以
上
に
わ

た
り
、
実
活
動
を
停
止
せ
ざ
る
を
え
な

く
な
る
。
こ
の
時
の
反
省
か
ら
、
同
窓

会
事
務
局
を
経
済
学
部
内
に
設
置
す
る

と
共
に
、
理
事
会
に
理
事
長
を
置
き
、

経
済
学
部
長
が
そ
の
任
に
あ
た
る
と
規

約
に
盛
り
込
ま
れ
、
同
窓
会
と
京
大
・

経
済
学
部
が
、
よ
り
一
体
化
と
し
た
運

営
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
や
経
緯
を
踏
ま
え
、

近
畿
支
部
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
は
、
母

校
・
京
大
で
の
開
催
を
意
図
的
に
増
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
京
大
や

経
済
学
部
の
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
（
た
と

え
ば
11
月
祭
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
、

経
済
学
部
卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会
や

在
学
生
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
と
も
連
携
で

き
な
い
か
、
今
後
も
検
討
を
加
え
て
い

く
。
目
を
見
張
る
程
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
『
経
済
学
部
同
窓
会
報
』
に
盛

ら
れ
た
記
事
や
情
報
・
行
事
の
紹
介
、

「
経
済
学
部
コ
モ
ン
ル
ー
ム
」、「
百
周

年
時
計
台
記
念
館
」
の
展
示
や
食
堂
・

喫
茶
な
ど
、
学
生
時
代
よ
り
む
し
ろ
今

の
方
が
、
京
大
お
よ
び
経
済
学
部
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

私
は
大
阪
支
部
長
・
近
畿
支
部
長
に

就
任
し
た
折
に
、「
今
の
状
況
が
続
く

な
ら
、
次
の
支
部
長
を
引
き
受
け
て
く

れ
る
人
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
・・・
」

と
危
惧
を
し
た
。
当
時
の
規
約
に「（
同

窓
会
大
阪
支
部
の
）
事
務
局
は
支
部
長

在
籍
企
業
に
置
く
」
と
書
か
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。そ
の
後
大
阪
支
部
内
で
も
、

当
該
支
部
長
企
業
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
上
の
疑
義
が
残
る
こ
と
は
や
め
ら
れ

な
い
か
と
の
思
い
も
強
ま
っ
た
。

　

更
に
は
、こ
の
規
約
が
あ
る
た
め
に
、

官
公
庁
や
大
学
に
勤
め
る
同
窓
会
員
や

個
人
事
業
主
会
員
は
、
た
と
え
適
任
で

あ
ろ
う
と
も
支
部
長
に
な
る
道
が
閉
ざ

さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
私
が
支
部
長

を
辞
す
る
ま
で
に
は
解
決
す
べ
き
と
、

自
ら
期
限
を
決
め
て
取
り
組
ん
だ
。
そ

れ
迄
以
上
に
支
部
役
員
や
会
員
に
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
を
強
い
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
有
償
で
外
部
へ
委
託
で
き
な
い

か
と
、
関
係
先
を
探
し
た
が
見
当
た
ら

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
知
人
が
経
営
す

る
企
業
に
お
願
い
し
て
、
ま
ず
総
括
的

に
受
諾
し
て
も
ら
い
、
委
託
事
務
の
細

部
に
わ
た
り
、
１
年
間
実
務
を
や
り
な

が
ら
そ
の
内
容
を
相
互
に
確
認
し
て
、

何
と
か
期
限
に
間
に
合
っ
た
。
こ
の
間

２
年
間
を
要
し
た
が
、
長
年
の
懸
案
が

一
応
の
解
決
を
み
た
上
で
、
今
回
支
部

長
の
交
替
が
実
現
で
き
た
の
は
、
私
に

と
っ
て
は
秘
か
に
多
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　

ま
だ
ま
だ
近
畿
支
部
の
諸
活
動
に
課

題
は
山
積
し
て
い
る
。
今
後
も
先
を
見

据
え
工
夫
を
し
な
が
ら
支
部
活
動
活
性

化
の
実
を
挙
げ
て
い
き
、
少
な
く
と
も

隆
々
と
し
た
中
で
、
京
都
大
学
・
経
済

学
部
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
い
も
の
で

あ
る
。

同
窓
会

近
畿
支
部
長

と
し
て
の
雑
感

出
田 

善
蔵
（
昭
和
45
年
卒
）

前
近
畿
支
部
長
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新
任
教
員

の
紹
介

退
任
教
員
の

紹
介

日
置 

弘
一
郎

経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
准
教
授

　
　
　
　
　
　     

　
　
　
　 

山
田 

憲

担
当
講
義
科
目

学
部
：
労
働
経
済
学
、
経
済
英
語

大
学
院
：
労
働
経
済
学
A
、
B

経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
講
師

　
　
　
　
　
　     

　
　  

秋
田 

祐
哉

　

経
済
学
的
な
視
点
か
ら
現
実
の
デ
ー
タ

を
見
る
こ
と
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
、
家
計
行
動
（
労
働
供
給
と
時
間

配
分
、
家
計
内
の
資
源
配
分
、
住
居
形
態

を
含
む
）
と
不
平
等
（
賃
金
・
所
得
・
消

費
の
格
差
、
人
的
資
本
、
最
低
賃
金
を
含

む
）
の
研
究
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
数
年
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
の
個

人
や
家
計
レ
ベ
ル
の
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
も
用
い
て

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
日

本
の
大
規
模
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
用
い
た
研
究

に
よ
り
一
層
注
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
講
義
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
と

教
育
の
経
験
を
活
か
し
て
経
済
学
や
計
量

経
済
学
の
基
礎
だ
け
で
な
く
最
近
の
応
用

研
究
も
紹
介
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

情
報
担
当
教
員
と
し
て
学
内
の
学
術
情

報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
よ
り
異
動
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
出
身
は
工
学
部
情
報
学

科
・
大
学
院
情
報
学
研
究
科
で
、
入
学
以

来
お
よ
そ
20
年
を
京
都
大
学
で
過
ご
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
統
計
的
手
法
に
基

づ
く
種
々
の
音
声
言
語
情
報
処
理
、
特
に

音
声
認
識
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
音
声
に
限
ら
ず
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
処

理
の
分
野
で
は
、（
大
量
の
）
デ
ー
タ
か

ら
の
統
計
学
習
、
最
近
で
は
機
械
学
習
や

深
層
学
習
が
主
流
で
す
。
こ
の
よ
う
な
情

報
系
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
経
済
学
研

究
科
・
経
済
学
部
の
教
育
や
研
究
に
も
活

用
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

様
に
は
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
く
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

感
想
・
抱
負

感
想
・
抱
負

　
　

平
成
27
年
３
月
31
日　

退
職

大
学
院
経
済
学
研
究
科

経
営
管
理
大
学
院
教
授

１
９
７
２
年
（
昭
和
47
）
３
月　

　

京
都
大
学
経
済
学
部
卒
業

１
９
７
７
年 （
昭
和
52
）
11
月　

　
　
　
　
　
　

大
阪
大
学
経
済
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　

博
士
課
程

１
９
９
９
年 

（
平
成
11
）
４
月　

　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
経
済
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　

教
授

２
０
０
６
年
（
平
成
18
）
４
月

　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
経
営
管
理
大
学

　
　
　
　
　
　

院
教
授

著
書:

『
市
場
の
逆
襲
』
大
修
館
（
２
０
０
２
）、

『
経
営
戦
略
と
組
織
間
提
携
の
構
図
』
中

央
経
済
社
（
２
０
０
４
）、『
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
組
織
の
経
営
学
』
中
央
経
済
社

（
２
０
０
８
）
な
ど
多
数　

　

経
済
学
部
同
窓
会
で
は
、
退
官
さ
れ
た

先
生
方
の
ゼ
ミ
会
を
発
足
・
復
活
さ
せ
よ
う

と
お
考
え
の
方
に
、
ゼ
ミ
会
立
ち
上
げ
に
か

か
る
通
信
費
用
（
案
内
状
の
送
付
費
用
等
）

を
一
部
支
給
す
る
支
援
金
制
度
を
導
入
し

ま
し
た
。
軌
道
に
乗
る
ま
で
は
ゼ
ミ
会
の
財

政
が
安
定
し
な
い
た
め
、
発
起
人
・
幹
事
の

方
が
や
む
な
く
ご
負
担
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
お
聞
き
し
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て

れ
ば
幸
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

予
算
の
都
合
上
、
以
下
の
よ
う
な
要
領

で
運
営
い
た
し
ま
す
の
で
何
卒
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

用　

途

：

ゼ
ミ
会
発
足
に
か
か
る
ゼ
ミ
生

　
　
　
　

へ
の
通
信
費
等

金　

額

：

ゼ
ミ
会
1
回
に
つ
き
実
費
あ
る

　
　
　
　

い
は
3
万
円
の
い
ず
れ
か
少
な

　
　
　
　

い
額
、
最
大
3
回
ま
で
支
給

お
約
束

：

ゼ
ミ
会
開
催
の
様
子
を
「
同
窓
会

　
　
　
　

  

報
」
に
必
ず
ご
寄
稿
く
だ
さ
い

本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
経
済
学

部
同
窓
会
事
務
局
ま
で
。　

※
連
絡
先
は
会
報
裏
面
に
ご
ざ
い
ま
す
。

ゼ
ミ
会
を
発
足
さ
れ
る

　
　
　
方
へ
の
支
援
制
度

就
任
年
月
日
：
平
成
27
年
５
月
１
日

出
生
地
：
茨
城
県

生
年
月
日
：
1
9
7
7
年
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林
　
信

（
昭
和
59
年
卒
）

増
田 

真
男

（
平
成
3
年
卒
）

「
銀
行
員
の
基
本
に
立
ち
返
る
」

　

大
学
卒
業
後
、
地
元
の
鉄
道
会
社
に
入

り
あ
っ
と
い
う
間
に
30
年
余
り
経
っ
た
。
会

社
で
は
鉄
道
現
業
や
人
事
労
務
、
第
三
セ

ク
タ
ー
「
け
い
は
ん
な
新
線
」
の
立
ち
上
げ

等
の
業
務
を
経
験
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の
後

に
十
数
年
秘
書
業
務
に
携
わ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
３
年
前
に
グ
ル
ー
プ
の
広
告
代
理
店
に

移
り
、
現
在
交
通
広
告
事
業
の
業
務
に
従

事
し
て
い
る
。

　

社
会
人
と
な
って
か
ら
は
、
大
学
に
行
く

こ
と
も
少
な
く
ご
縁
が
切
れ
て
い
た
よ
う

な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が一変
し
た
の
は
、

秘
書
時
代
に
仕
え
て
い
た
経
営
ト
ッ
プ
が
同

窓
会
大
阪
支
部
長
を
拝
命
し
て
か
ら
で
あ

る
。
年
に一
度
の
支
部
総
会
や
、
理
事
・
幹

事
会
の
実
施
、
ま
た
同
窓
会
本
部
全
体
会

と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
話
を
す
る
と
、
多
く
の
方
か

ら
「
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
実
際

に
何
が
必
要
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
が
、

自
分
の
経
験
に
基
づ
い
て
考
え
て
み
る
と
、

産
業
を
俯
瞰
す
る
力
と
企
業
を
み
る
目
利

き
力
と
い
う
ス
キ
ル
を
徹
底
的
に
強
化
す
る

と
い
う
基
本
に
立
ち
返
る
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
、
私
の
場
合
は
入

行
し
て
最
初
の
７
年
間
は
素
材
産
業
、
そ

の
後
４
年
間
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
と
いっ
た

具
合
に
一つ
の
業
界
を
長
く
担
当
で
き
た

他
、
調
査
部
と
い
う
部
署
に
２
度
も
行
く

機
会
が
あ
っ
た
た
め
、
基
本
に
立
ち
返
る
こ

と
を
常
に
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
際
、
直
近
の
５
年
間
は
航
空
業
界
の
再

生
案
件
に
関
わ
っ
た
り
、
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
事
業
を
立
ち
上
げ
た
り
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
こ
で
も
、
産
業
を
俯
瞰
し
、
企

業
を
視
る
眼
が
役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
の
銀
行
業
は
高
度
の
金
融
技
術
を

駆
使
す
る
場
面
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
こ
の
産
業
が
ど
こ
に
向

か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を

自
ら
の
頭
で
考
え
た
り
、
決
算
書
に
は
必

ず
し
も
出
て
こ
な
い
企
業
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

点
を
含
め
て
企
業
を
多
面
的
に
評
価
し
た

り
す
る
こ
と
が
脇
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
よ
う
な
印
象
を
覚
え
ま
す
。
銀
行
生
活

25
年
目
と
な
る
今
年
は
、
自
分
自
身
が
上

述
の
よ
う
な
基
本
に
立
ち
返
る
と
と
も
に
、

こ
う
し
た
こ
と
を
次
の
世
代
と
共
有
し
て
い

く
こ
と
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
に
は
中
村
哲
先
生
の
ゼ
ミ
で

日
本
経
済
史
を
学
び
、
日
本
の
産
業
の
発

展
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
た
い
と
の

思
い
で
、
日
本
開
発
銀
行
（
現
日
本
政
策

投
資
銀
行
）
に
入
行
し
ま
し
た
。
入
行
し

て
間
も
な
く
日
本
経
済
は
バ
ブ
ル
崩
壊
に

直
面
し
、
そ
の
後
「
失
わ
れ
た
20
年
」
と

い
う
長
い
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
銀
行
業
界
は
不

良
債
権
の
処
理
に
追
わ
れ
、
日
本
の
産
業

界
の
競
争
力
強
化
を
支
え
た
り
、
新
し
い

産
業
を
育
成
し
た
り
と
いっ
た
金
融
機
関
と

し
て
の
本
来
の
機
能
を
果
た
し
切
れ
な
か
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
現
在
で
は
銀
行
の

リ
ス
ク
管
理
は
高
度
化
さ
れ
、
ま
た
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
と
い
う
大
き
な
う
ね
り
が
起
こ
っ

て
い
る
中
、
今
こ
そ
銀
行
は
そ
の
本
来
の
役

割
を
果
た
す
べ
く
行
政
と
二
人
三
脚
で
リ
ス

ク
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

培
わ
れ
た
人
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
つつ
、

社
会
や
企
業
へ
の
貢
献
の
た
め
尽
力
す
る
所

存
で
す
。
同
窓
諸
兄
の
皆
様
、
引
き
続
き

ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「
思
わ
ぬ
大
学
と
の
再
会
」

卒業生
だより

合
へ
の
参
加
等
、
同
窓
会
組
織
や
大
学
事

務
局
と
関
わ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
同
窓

会
活
動
を
通
じ
て
多
数
の
先
輩
方
と
懇
意

に
し
て
頂
く
機
会
が
増
え
た
。
そ
の
中
に

は
関
西
企
業
の
総
務
や
秘
書
の
関
係
の
方

も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
て
、
結
果
と
し
て
業
務

面
で
も
非
常
に
有
益
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
ご

縁
も
あ
り
、
当
社
ト
ッ
プ
が
同
窓
会
支
部

長
や
同
窓
会
会
長
を
退
任
さ
れ
て
か
ら
も
、

引
き
続
き
会
計
監
事
と
し
て
同
窓
会
活
動

に
関
わ
り
を
持
た
せ
て
頂
い
て
い
る
。

　

30
年
以
上
鉄
道
主
体
の
企
業
の
森
の
中

で
様
々
な
業
務
に
携
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
が

た
い
と
感
じ
て
い
る
。
そ
の
間
ず
っ
と
心
掛

け
て
き
た
こ
と
は
、
一
緒
に
仕
事
を
し
た
人

の
心
に
何
か
残
せ
た
か
ど
う
か
、「
こ
の
人

と一
緒
に
仕
事
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
や
れ
て
良

か
っ
た
。」
と
上
司
や
同
僚
、
後
輩
に
感
じ

て
も
ら
え
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た

想
い
が
少
し
で
も
業
務
を
共
に
し
た
人
に
伝

わ
って
い
れ
ば
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。「
随

所
に
主
と
な
れ
ば
立
処
皆
真
な
り
」
と
い

う
箴
言
も
あ
る
が
、
今
の
自
分
の
挑
戦
課

題
は
、
交
通
広
告
事
業
を
通
じ
て
駅
環
境

の
整
備
美
化
、
利
便
性
向
上
と
企
業
収
益

の
確
保
の
二
兎
を
追
う
こ
と
で
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
は
じ
め
と
し
た
技
術
進

歩
に
よ
り
、
駅
や
車
内
の
広
告
媒
体
は
大

き
く
変
貌
す
る
転
換
期
に
来
て
い
る
。
海

外
や
首
都
圏
の
先
進
事
例
を
見
る
た
び
に
、

自
社
で
活
用
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
模
索

す
る
こ
と
が
多
い
。

　

今
後
も
大
学
、
社
会
人
時
代
を
通
じ
て

Sotsugyosei Dayori  2015
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黒
田 

敏
史

（
平
成
15
年
卒
）

中
畑 

拓
也

（
平
成
25
年
卒
）

「
国
産
経
済
学
者
の
米
国
滞
在
記
」

「
証
券
営
業
へ
の
思
い
」

　

僕
は
東
京
経
済
大
学
と
い
う
私
立
大
学

に
勤
め
て
い
る
泡
沫
経
済
学
者
で
あ
る
。

最
近
京
大
名
誉
教
授
の
橘
木
俊
詔
先
生
が

出
版
さ
れ
た
本
の
帯
に
「
大
学
教
授
は
研

究
せ
ず
講
義
は
教
科
書
棒
読
み
で
週
休
5

日
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
僕
も
そ
う
あ
り

た
い
の
だ
が
、
大
学
存
続
の
た
め
教
育
効

果
の
向
上
に
勤
め
、
い
ざ
と
な
れ
ば
他
大

学
に
転
職
で
き
る
よ
う
優
れ
た
研
究
業
績

を
出
し
続
け
ね
ば
な
ら
ぬ
身
分
で
あ
る
。

　

僕
は
本
誌
に
新
任
教
員
と
し
て
登
壇
さ

れ
る
方
々
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
経
歴
や

業
績
は
な
い
。
京
都
大
学
経
済
学
部
を
卒

業
し
、
京
都
大
学
経
済
学
研
究
科
で
博
士

号
を
取
得
し
た
国
産
経
済
学
者
で
あ
る
。

指
導
教
員
も
同
様
の
経
歴
だ
っ
た
の
で
純

国
産
の
認
定
を
頂
け
そ
う
な
も
の
で
あ
る

が
、
農
産
物
と
違
っ
て
経
済
学
者
の
国
産

は
割
り
引
き
要
因
だ
。
天
下
の
東
大
で
さ

え
東
大
博
士
を
も
っ
て
国
外
の
大
学
で
経

済
学
の
職
を
得
た
者
は
い
な
い
の
で
あ

る
。

　

一
昔
前
は
「
～
に
お
け
る
〇
×
」
と
い

　

在
学
中
は
敦
賀
先
生
の
下
で
マ
ク
ロ
経
済

学
を
学
び
、
平
成
25
年
に
卒
業
し
た
後
、

証
券
会
社
で
働
い
て
お
り
ま
す
。
会
社
で

は
い
わ
ゆ
る
営
業
職
と
言
わ
れ
る
部
署
で
、

中
小
企
業
の
オ
ー
ナ
ー
様
か
ら
お
医
者
様
、

主
婦
の
方
ま
で
幅
広
い
お
客
様
か
ら
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
大
学
時
代
を
振
り
返
って

み
ま
す
と
、
実
に
マ
イ
ペ
ー
ス
な
生
活
を
送
っ

て
い
た
気
が
し
ま
す
。
大
学
か
ら
の
ご
支
援

も
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
留
学
も
含
め
海
外

へ
30
カ
国
以
上
行
け
ま
し
た
。
特
に
印
象

深
か
っ
た
思
い
出
は
、
友
人
と
集
ま
って
シェ

ア
ハ
ウ
ス
で
生
活
し
た
こ
と
で
す
。
B
B
Q

を
し
た
り
、
友
人
と
語
り
合
っ
た
り
、
一日

中
映
画
を
観
て
か
ら
慌
て
て
ゼ
ミ
の
発
表

準
備
を
し
た
こ
と
も
今
で
は
良
い
思
い
出
で

す
。
唯
一の
心
残
り
は
、
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
よ

う
な
お
洒
落
さ
が
な
かっ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か

（
笑
）。

　

そ
ん
な
マ
イ
ペ
ー
ス
な
私
が
思
い
描
く

社
会
人
像
は
、
ス
ー
ツ
を
ピ
シ
ッ
と
着
て

綺
麗
な
オ
フ
ィ
ス
で
商
談
を
す
る
様
子
で

う
読
書
感
想
文
を
業
績
と
呼
ん
で
い
た
よ

う
だ
が
、
今
を
生
き
る
経
済
学
者
で
あ
る

僕
は
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
業
績
に
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
る
国
際
学
術
誌
に
論
文
を
載

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
国
の
読
者
に

も
面
白
い
と
思
わ
れ
る
題
材
を
見
つ
け
、

彼
ら
が
納
得
す
る
手
法
で
結
論
を
導
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
雑
誌
の
最
新
号
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
論
文
は
書
か
れ
て
か
ら
数
年

経
っ
た
も
の
な
の
で
、
活
き
て
い
る
研
究

に
触
れ
る
に
は
学
会
や
研
究
会
へ
参
加
し

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

勤
め
先
に
は
２
年
間
外
国
の
大
学
で
研

究
で
き
る
制
度
が
あ
る
。
米
国
経
済
学
界

隈
は
推
薦
状
社
会
な
の
で
京
大
経
済
卒
米

国
留
学
組
の
大
先
輩
に
推
薦
状
を
書
い
て

頂
き
２
０
１
４
年
度
か
ら
ミ
シ
ガ
ン
州
立

大
学
に
滞
在
中
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
応
用

理
論
や
計
量
経
済
学
の
著
名
な
先
生
の
授

業
を
聴
講
さ
せ
て
頂
い
た
。
ま
た
、
少
し

離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ミ
シ
ガ
ン
大
学
へ

構
造
推
定
の
講
義
を
聴
講
す
る
た
め
ス

ノ
ー
タ
イ
ヤ
を
装
備
し
た
４
Ｗ
Ｄ
の
日
本

車
を
用
意
し
、
マ
イ
ナ
ス
20
度
の
世
界
を

週
２
度
１
時
間
走
っ
た
。
お
か
げ
で
博
士

在
籍
中
２
年
間
学
費
捻
出
の
た
め
に
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
劣
位
は
取
り
返
せ

た
気
が
す
る
。
世
界
に
売
れ
る
論
文
を
書

い
て
学
者
を
続
け
ら
れ
る
か
、
こ
れ
か
ら

の
１
年
が
踏
ん
張
り
所
で
あ
る
。

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
然
証
券
会
社
の
営

業
は
厳
し
く
泥
臭
い
面
も
あ
り
ま
す
。
最

高
気
温
35
度
を
超
え
る
真
夏
日
に
朝
か
ら

晩
ま
で
個
人
宅
を
飛
び
込
み
営
業
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
も
お
話
す
ら
で
き
な
い
状
況

が
続
き
ま
す
。
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
も
、
お
客
様
の
方
が
投
資
に
対
す
る
知

識
が
詳
し
く
、
何
も
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、
弊
社
で
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
制
度
が
あ
り
、
新
人
の
内
は
先
輩
社

員
の
方
よ
り
ご
指
導
を
い
た
だ
く
の
で
す

が
、
非
常
に
印
象
に
残
っ
た
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、「
俺
は
営
業
が
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
だ
と
思
う
。
今
ま
で
全

く
接
点
の
な
か
っ
た
お
客
様
と
一
か
ら
関

係
を
作
る
ん
だ
。
だ
か
ら
お
前
も
も
っ
と

お
客
様
の
声
を
真
摯
に
聞
け
。」

　

入
社
3
年
目
を
迎
え
、
ま
だ
ま
だ
慣
れ

て
き
た
と
い
う
に
は
程
遠
い
で
す
が
、
相

場
の
追
い
風
も
あ
っ
て
徐
々
に
お
客
様
と

の
会
話
も
弾
む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
私
が
後
輩

か
ら
目
標
と
さ
れ
る
存
在
に
な
れ
る
よ
う

に
日
々
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
実
家
は
埼
玉
、
職
場
は
福
岡

と
い
う
環
境
で
大
好
き
な
京
都
を
訪
れ
る

機
会
も
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
京

都
大
学
経
済
学
部
で
過
ご
し
た
日
々
は
強

く
心
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
の
皆
様

が
益
々
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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私
の
研
究
分
野
は
ミ
ク
ロ
経
済
学
、
特

に
、
個
人
の
意
思
決
定
を
主
体
に
研
究
し

て
い
ま
す
。
経
済
学
で
は
一
般
に
合
理
的

な
意
思
決
定
を
前
提
に
モ
デ
ル
を
構
築

し
、
そ
の
も
と
で
経
済
現
状
を
分
析
し
ま

す
が
、
そ
の
「
合
理
性
」
の
仮
定
が
必
ず

し
も
現
実
的
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

近
年
、
こ
の
「
合
理
性
」
の
仮
定
を
可
能

な
限
り
現
実
的
な
行
動
に
近
づ
け
る
研
究

が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
私
の
研
究
も
そ

の
範
疇
に
入
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
今
日
、
明
日
、
明
後
日
、
の

よ
う
に
、
時
間
軸
上
で
の
消
費
系
列
を
評

価
す
る
場
合
、
通
常
「
合
理
的
」
な
消
費

者
は
、
各
期
の
消
費
か
ら
得
ら
れ
る
満
足

度
を
求
め
て
か
ら
そ
の
加
重
平
均
を
用
い

て
評
価
す
る
と「
仮
定
」さ
れ
ま
す
。ま
た
、

加
重
平
均
を
求
め
る
た
め
に
使
う
ウ
ェ
ー

ト
は
時
間
に
関
し
て
の
減
少
関
数
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
減
少
率
は
一
定
で
、
割
引

率
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
満

足
度
の
高
い
消
費
を
先
に
、
低
い
消
費
を

後
に
回
す
傾
向
が
生
じ
ま
す
。
一
方
、
こ

の
「
加
重
平
均
の
原
則
」
に
適
合
し
な
い

実
験
結
果
が
近
年
い
ろ
い
ろ
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
満
足
度
の
高
い
消
費
と

低
い
消
費
を
交
互
に
繰
り
返
す
消
費
系
列

が
好
ま
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
観
察
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
特
性
は
「
消
費
分
散
選

好
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

大
学
院
卒
業
後
は
主
に
こ
の
「
消
費
分

散
選
好
」
の
分
析
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
合
理
性
」
の
範
囲
を
拡

張
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
消
費
分
散
選
好
」

を
合
理
的
意
思
決
定
の
帰
結
と
し
て
導
き

出
す
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
き
ま
し
た
。

経
済
学
で
「
合
理
的
な
行
動
」
と
い
う
時

は
以
下
に
述
べ
る
二
つ
の
性
質
を
満
た
す

場
合
を
指
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
あ
る
特
定
の
関
数
を
用
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
分
析
対
象
の
行
動
様
式

を
記
述
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
消

費
分
散
選
好
」
を
例
に
と
る
と
、
将
来
の

消
費
か
ら
得
ら
れ
る
満
足
度
の
平
均
値
と

現
在
の
消
費
か
ら
得
ら
れ
る
満
足
度
と
の

差
を
求
め
、
そ
の
差
が
「
正
」
の
と
き
は

大
き
く
割
り
引
き
、「
負
」
の
と
き
は
少

な
く
割
り
引
く
と
い
う
関
数
を
用
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、
将
来
の
消
費
の
平
均
満

足
度
が
大
き
く
変
動
し
な
い
よ
う
に
満
足

度
の
高
い
消
費
と
低
い
消
費
を
分
散
す
る

傾
向
が
説
明
で
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
分
析
対
象
の
行
動
様
式
を

記
述
す
る
関
数
を
「
公
理
」
と
い
う
よ
り

基
本
的
な
性
質
か
ら
導
き
出
す
こ
と
で

す
。
実
は
、
一
つ
目
の
行
動
様
式
を
表
現

す
る
関
数
を
任
意
に
作
成
す
る
こ
と
は
そ

れ
ほ
ど
難
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
分
析
の

重
要
か
つ
難
解
な
部
分
は
、
こ
の
「
公
理

化
」
と
い
う
作
業
な
の
で
す
。

　
「
消
費
分
散
選
好
」
の
場
合
、「
各
期
の

満
足
度
の
分
散
を
好
ま
な
い
」
と
い
う
性

質
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
示
せ
ま
す
。

こ
れ
は
「
記
述
的
公
理
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、「
消
費
分
散
選
好
」
が
満
た
す
べ

き
特
殊
な
仮
定
を
指
し
ま
す
。
伝
統
的
な

分
析
で
は
こ
の
性
質
は
「
非
合
理
的
」
な

も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。一
方
、

こ
の
性
質
が
「
非
合
理
的
」
で
な
い
こ
と

を
示
す
た
め
に
は
、
他
の
「
合
理
性
」
を

記
述
す
る
仮
定
と
整
合
的
で
あ
る
こ
と
を

示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

「
今
日
の
消
費
は
同
じ
だ
が
将
来
の
消
費

が
異
な
る
二
つ
の
消
費
系
列
を
比
較
し

て
、
今
日
の
時
点
で
よ
い
と
感
じ
た
消
費

系
列
は
、
明
日
に
な
っ
て
も
よ
い
と
感
じ

る
」
と
い
う
「
意
思
決
定
の
時
間
的
整
合

性
」
を
満
た
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
の
研
究
で
は
、「
消
費
分
散
選
好
」
を

表
す
「
記
述
的
公
理
」
が
「
意
思
決
定
の

時
間
的
整
合
性
」
や
他
の
合
理
性
の
仮
定

を
満
た
す
と
き
、
一
つ
目
で
求
め
た
関
数

形
に
基
づ
い
た
意
思
決
定
と
な
る
こ
と
を

示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
導
き
出
さ
れ
た
新
し
い
行

動
様
式
を
合
理
的
に
記
述
す
る
モ
デ
ル
は

実
際
の
経
済
分
析
に
応
用
さ
れ
始
め
て
い

ま
す
。「
消
費
分
散
選
好
」に
関
し
て
は「
経

済
成
長
モ
デ
ル
」
へ
の
応
用
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。「
消
費
分
散
選
好
」
が
加

味
さ
れ
た
モ
デ
ル
で
は
、
少
子
高
齢
化
に

直
面
す
る
我
が
国
の
よ
う
な
経
済
状
況
に

お
い
て
は
、
消
費
の
分
散
を
さ
け
る
た
め

に
、
通
常
用
い
ら
れ
て
い
る
モ
デ
ル
が
示

す
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
貯
蓄
を
よ
り
低

金
利
の
も
と
で
行
う
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
す
。

　

こ
こ
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
研
究

分
野
は
「
意
思
決
定
論
」
と
呼
ば
れ
、
新

し
い
研
究
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
ミ

ク
ロ
経
済
学
の
分
野
で
す
。
特
に
、
近
年

は
実
験
に
基
づ
い
て
人
間
行
動
を
分
析
す

る
こ
と
で
「
公
理
」
の
テ
ス
ト
も
可
能
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
意
思
決
定

論
」
で
は
、
確
率
の
わ
か
ら
な
い
よ
う
な

不
確
実
な
現
象
の
分
析
が
多
く
行
わ
れ
て

お
り
、
株
価
収
益
率
変
動
の
説
明
等
も
よ

り
現
実
的
な
も
の
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。　

M
y R

esearch

若
井 

克
俊

京
都
大
学
経
済
学
研
究
科
・

経
済
学
部
教
授

「
私
の
研
究
」
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開湯 1200 年山陰最古の温泉

鳥取・岩井温泉「花屋」旅館で源泉		 	 	
	 　　　　　　掛け流しを愉しみませんか

山陰最古の温泉郷に在り、約 250 年前よりの旅館です。

鳥取・岩井温泉「花屋」旅館
特別顧問　吉村　昭道　

（昭和 41 年卒、小野ゼミ・５期）

【アクセス】
《JR》山陰本線・岩美駅下車　バス 10 分
《車》国道 9 号線沿い・鳥取県岩美町岩美
《航空》鳥取空港・タクシー 25 分

〒 681- 0024　
鳥取県岩美郡岩美町岩井
TEL：0857-72-1431 ／ FAX：0857-73-0745
URL　http://www.hanayaryokan.com

《岩井温泉》
【泉質】透明。
含カルシウム・ナトリウム－硫酸塩泉。
泉温は約 50 度

【効能】
神経痛、慢性消化器病、慢性婦人病、
動脈硬化症など。

料理は地の港や山で獲れた、
　　旬の食材による四季を味わえて、
　　　　穏やかな時の流れる閑静な宿
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日
本
は
、「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
」
に
象
徴
さ
れ
る
高
度
経
済
成
長
期

を
経
て
、
失
わ
れ
た
20
年
と
も
い
わ
れ
る

デ
フ
レ
を
経
験
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
日

本
の
人
々
は
、
成
熟
社
会
ゆ
え
の
ボ
ー
ダ

レ
ス
化
や
モ
ノ
余
り
の
中
で
、
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
化
と
い
う
価
値
の
毀
損
に
翻
弄
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
と

呼
ば
れ
る
品
質
や
機
能
の
特
異
な
発
展

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
足
か
せ
と
指
摘

さ
れ
、
進
む
べ
き
方
向
へ
の
信
念
が
揺
ら

い
で
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
決
定
や
、
日
本
食
文
化
の
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
な
ど
、
種
々

の
分
野
で
世
界
か
ら
の
注
目
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
日
本
の
「
ま
ち
」
の
清
潔
さ
や
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
の
「
お
も
て
な
し
」
に

感
嘆
し
、
昨
年
１,
３
０
０
万
人
を
超
え

た
訪
日
外
国
人
も
増
加
の
一
途
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
革
新
も
あ
り
文
化
・
伝
統
も

重
ん
じ
る
日
本
は
、
も
の
づ
く
り
の
国
だ

け
で
な
く
、「
お
も
て
な
し
」
に
代
表
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
国
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
や
「
お
も

て
な
し
」
は
、
属
人
的
要
素
が
強
く
、
外

国
人
は
も
と
よ
り
、
日
本
人
に
と
っ
て
も

感
覚
的
な
も
の
で
、
理
解
・
習
得
に
時
間

が
か
か
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、

我
々
は
、
産
業
応
用
と
し
て
の
知
見
を
得

る
べ
く
、文
化
と
い
う
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」

か
ら
影
響
を
受
け
る
日
本
型
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
サ
ー
ビ
ス
（
江
戸
前
鮨
、
老
舗

旅
館
、
華
道
な
ど
）
に
焦
点
を
あ
て
、「
お

も
て
な
し
」
の
科
学
的
観
察
と
そ
の
活
用

方
策
の
提
示
を
試
み
ま
し
た
。

　

書
評
を
ご
執
筆
頂
い
た
経
済
学
研
究
科 

諸
富 

徹
先
生
の
ご
指
摘
に
も
あ
る
よ
う

に
、
本
書
最
大
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
日

本
型
の
創
造
的
価
値
の
本
質
は
、『
価
値

共
創
』
に
あ
る
」
こ
と
で
す
。
世
界
市
場

を
相
手
に
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
標

準
化
と
普
遍
性
を
追
求
す
る
半
面
、地
域
、

歴
史
や
、
文
化
特
性
を
削
ぎ
落
と
し
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
型
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
サ
ー
ビ
ス
は
、
生
産
者

と
消
費
者
が
共
有
す
る
文
化
等
の
「
コ
ン

テ
ク
ス
ト
」
を
大
切
に
し
、
持
続
性
を
重

視
し
ま
す
。

　

持
続
性
を
生
む
こ
の
よ
う
な
創
造
的
価

値
は
、「
慮
り
」、「
見
立
て
」、「
擦
り
合

わ
せ
」
な
ど
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
切

磋
琢
磨
の
価
値
共
創
を
通
じ
て
得
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
は
、「
コ
ン
テ

ク
ス
ト
」
に
基
づ
く
日
本
型
の
創
造
的
価

値
を
追
求
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
価
値
の
コ

モ
デ
ィ
テ
ィ
化
を
防
ぎ
、
ま
た
、
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
化
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要
素
と
し
て
世

界
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
創
造
的
価
値
を
も

つ
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
実
際
に
グ
ロ
ー

バ
ル
展
開
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
本
書
で
は
、
幾
つ

か
の
事
例
紹
介
と
共
に
考
察
し
て
い
ま

す
。
日
本
人
に
は
暗
黙
の
了
解
で
あ
っ
た

「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
を
言
語
化
し
、
海
外

の
文
脈
に
合
わ
せ
て
移
転
す
る
こ
と
も
そ

の
一
例
で
す
。
ま
た
、
消
費
者
の
感
度
を

高
め
、
現
地
で
新
し
い
価
値
共
創
の
プ
ロ

セ
ス
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

ち
ょ
う
ど
、
京
都
の
花
街
で
、
信
頼
関
係

を
構
築
し
な
が
ら
、
常
連
客
の
感
性
が
磨

か
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。

　

現
在
、
本
書
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
と
に
、

経
済
産
業
省
や
新
し
い
価
値
創
造
を
め
ざ

す
企
業
と
共
に
、「
サ
ー
ビ
ス
・
エ
ク
セ
レ

ン
ス
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
立
ち
上
げ
、

産
業
発
展
に
資
す
る
人
材
育
成
活
動
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
皆
様
に

は
、
ぜ
ひ
本
書
を
ご
一
読
い
た
だ
く
と
共

に
、
こ
の
よ
う
な
仲
間
づ
く
り
に
ご
参
画
、

ご
支
援
を
賜
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

『
日
本
型
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
サ
ー
ビ
ス
の
時
代   

　

 —

「
お
も
て
な
し
」へ
の
科
学
的
接
近
』

　
　
　
　
　
　
　

  　
（
日
本
評
論
社　
２
０
１
４
年
10
月
刊
）

出
版
案
内

原  

良
憲

京
都
大
学
経
営
管
理
大
学
院 

教
授

（
日
本
評
論
社　
２
０
１
４
年
10
月
刊
）

『
日
本
型
ク
リ
エ
イ
ティ
ブ・  

  

サ
ー
ビ
ス
の
時
代

　

—

「
お
も
て
な
し
」へ
の

　
　
　
　
　

   
科
学
的
接
近
』
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「
東
京
支
部
総
会
」

　

本
年
５
月
９
日
（
土
）
第
25
回
支
部
総

会
は
学
士
会
館
で
開
催
さ
れ
、
過
去
最
高

の
参
加
者
と
な
り
大
盛
会
で
し
た
。
25
回

の
記
念
す
べ
き
総
会
に
、
昨
年
10
月
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
山
極
壽
一
総
長
に
ご
来

臨
賜
り
「
京
都
大
学
の
今
後
の
進
路
に

つ
い
て
」
ご
専
門
の
ゴ
リ
ラ
と
人
間
の

関
係
に
触
れ
な
が

ら
、
含
蓄
の
あ
る

講
話
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
大
変
好

評
で
し
た
。
和
田

紀
夫
支
部
長
の
ご

挨
拶
は
植
田
和
弘

前
学
部
長
の
副
学

長
（
同
窓
会
担
当
）
の
就
任
に
ふ
れ
ら
れ
、

経
済
学
部
同
窓
会
と
し
て
強
力
な
サ
ポ
ー

ト
を
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
岩
本
武

和
理
事
長
か
ら
も
同
窓
会
と
一
緒
に
な
っ

て
産
学
連
携
を
強
化
し
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
た
い

と
の
お
話

を
頂
き
ま

し
た
。
式

次
第
は
今

年
も
青
山

愛
さ
ん
の

司
会
に
よ

り
、
８
名

の
先
生
方

の
紹
介
か

ら
総
会
報

告
と
進
行

し
、
そ
の

後
参
加
者
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。
20
名
の
京
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
学
歌
斉
唱
、
懇
親
会
で
の
合
唱
も
あ

り
格
調
の
高
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

「
全
学
同
窓
会
東
京（
関
東
）支
部
連
絡
会
」

　

支
部
総
会
に
先
立
ち
４
月
９
日
支
部
連

絡
会
が
開
催
さ
れ
、
24
学
部
・
学
科
の
東

京
支
部
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
山
極

総
長
・
植
田
副
学
長
を
交
え
て
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。
京
都
と
東
京
が
連
携
し
て

産
学
協
働
に
お
け
る
京
都
大
学
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
高
め
て
行
こ
う
と
い
う
事
に
な
り

ま
し
た
。
経
済
学
部
は
連
絡
会
の
幹
事
で

も
あ
り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
ゆ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
経
済
懇
話
会
・
経
営
研
究
会
等
」

　

大
学
と
同
窓
会
が
コ
ラ
ボ
す
る
会
と
し

て
年
３
回
の
経
済
懇
話
会
、
産
業
界
と
同

窓
会
が
交
流
す
る
会
と
し
て
年
２
回
の
経

営
研
究
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去

経
済
懇
話
会
は
42
回
、
経
営
研
究
会
は
６

回
開
催
さ
れ
、
東
京
支
部
活
動
の
根
幹
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
経
済
懇
話
会

は
塩
地
洋
教
授
、
依
田
高
典
教
授
、
法
学

部
卒
の
堀
田
聰
子
元
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
教

授
に
講
師
を
務
め
て
頂
き
ま
し
た
。
経
営

研
究
会
は
理
学
部
卒
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

タ
ワ
ー
会
長
藤
原
洋
氏
、
経
済
学
部
卒
の

東
京
精
密
社
長
太
田
邦
正
氏
に
講
演
し
て

頂
き
ま
し
た
。
支
部
総
会
報
告
や
懇
話
会

東
京
支
部

各支部
からの
便り総長講話

懇話会
（堀田聰子さんご講演）

懇話会
（塩地洋教授ご講演）

懇話会
（依田高典教授ご講演）

各支部
からの
便り

経営研究会
（太田社長ご講演）

等
で
使
用
し
た
配
布
資
料
、
開
催
予
定
の

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
経
済
学
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

常
務
理
事
・
東
京
支
部
事
務
局
長

宇
野 

輝
（
昭
和
41
年
卒
）

em
ail : unoak@

econ.kyoto-u.ac.jp

平成 27 年 5 月 9日　於：学士会館
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近
畿
支
部
総
会
が

平
成
26
年
12
月
5
日

（
金
）、
大
阪
ガ
ス
本

社
ビ
ル
に
お
い
て
、
68

名
の
出
席
の
も
と
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
近
畿
支
部
と
し
て
４
回
目
、

支
部
長
が
麻
生
純
氏
に
交
代
し
て
初
め
て

の
総
会
。
冒
頭
、
新
支
部
長
か
ら
、「
同

窓
会
活
動
へ
の
参
加
者
が
増
え
る
よ
う
、

行
事
に
工
夫
を
加
え
る
と
と
も
に
、
新
し

い
取
組
み
も
検
討
し
て
い
き
た
い
の
で
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同

窓
会
理
事
長

の
岩
本
武
和
・

京
都
大
学
経

済
研
究
科
長
・

学
部
長
、
同

窓
会
常
務
理
事
の
江
上
雅
彦
教
授
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
と
ご
報
告
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
京
都
大
学
経
済
学
研
究
科
・
諸

富
徹
教
授
か

ら
、「
日
本
財

政
の
将
来
像
」

と
い
う
タ
イ
ム

リ
ー
な
テ
ー
マ

で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

総
会
終
了
後
、
ガ
ス
ビ
ル
食
堂
に
会
場

を
移
し
て
懇
親
会
を
開
催
。
出
田
善
蔵
・

前
支
部
長
の

ご
挨
拶
に
続

き
、
昭
和
28

年
卒
の
山
田

浩
之
名
誉
教

授
の
ご
発
声

で
乾
杯
。
な

ご
や
か
で
活

発
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
創
設
百
周
年
を

迎
え
た
宝
塚
歌
劇
団
の
元
タ
カ
ラ
ジ
ェン
ヌ
、

絵え

莉り

千ち

晶あ
き

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、「
す
み
れ

の
花
咲
く
頃
」
な
ど
美
し
い
歌
声
を
堪
能

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
近
畿
支
部
の
定
番
「
琵

琶
湖
周
航
の

歌
」
を
皆
で

合
唱
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
恒

例
の
「
京
大

グ
ッ
ズ
が
当
た

る
抽
選
会
」

で
は
、
ペ
ア
・

デ
ィ
ナ
ー
券

と
い
っ
た
豪

華
賞
品
も
あ

り
、
当
選
者

が
決
ま
る
度

岩本学部長のご挨拶

近
畿
支
部

宝塚歌劇団の歌や豪華景品の抽選会と盛りだくさん

麻生支部長のご挨拶

平成 26 年 12 月 5 日　於：大阪ガスビル

諸富教授のご講演

山田浩之名誉教授乾杯のご挨拶

に
、
会
場
は
大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ
、
最

後
に
、
野
尻
賢
司
・
副
支
部
長
の
中
締
め

の
ご
挨
拶
、
記
念
撮
影
で
無
事
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
総
会
は
、
12
月
４
日
（
金
）、
夕

方
か
ら
、
同
じ
く
大
阪
ガ
ス
ビ
ル
で
開
催
の

予
定
で
す
。
近
畿
支
部
の
皆
さ
ん
は
も
と

よ
り
、
他
の
支
部
や
、
支
部
が
未
設
立
の

地
域
の
方
々
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

近
畿
支
部
事
務
局
長

　

有
馬 

透　
（
昭
和
50
年
卒
）
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会
員
数

　

2
0
0
名
程
度

   

地
元
企
業
・
地
方
自
治
体
等
へ
の
就
職

者
を
中
心
に
、
東
京
・
大
阪
に
本
社
を
置

く
企
業
の
九
州
北
部
地
区
勤
務
者
等
に
よ

り
構
成
。

活
動
状
況

〔
総
会
・
懇
親
会
〕

　

例
年
５
月
に
年
１
回
の
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
。
今
年
度
も
、
定
例
の
第
３
水
曜

日
で
あ
る
５
月
20
日
に
開
催
し
、
19
名
の

同
窓
生
が
参
加
し
た
。（
於
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
博
多
）

　

総
会
で
は
、
藤
永
憲
一
支
部
長
に
よ
る

開
会
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し
て
お
越
し
い

た
だ
い
た
堀
和
生
教
授
か
ら
、
同
窓
会
活

動
や
大
学
・
大
学
院
の
近
況
な
ど
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
鎌
田
迪
貞
理
事

に
よ
る
乾
杯
の
後
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る

参
加
者
に
よ
る
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
、
１

年
ぶ
り
の
再
会
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、

学
生
時
代
の
思
い
出
や
京
都
へ
の
思
い
、

最
近
取
り
組
ん
で
い
る
仕
事
や
私
生
活
で

の
出
来
事
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
近
況
を

報
告
し
あ
い
、懇
親
を
深
め
た
。
最
後
に
、

東
本
和
行
理
事
に
よ
る
福
岡
の
独
特
な
締

め
方
「
博
多
手
一
本
」
で
、
今
回
の
懇
親

会
を
終
え
た
。

　

今
回
、
総
会
・
懇
親
会
に
２
名
の
新
規

参
加
者
が
あ
り
、
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
い
た
一
方
、
毎
回
参
加
い
た
だ
い
て
い

た
同
窓
生
が
九
州
外
へ
異
動
さ
れ
、
参
加

者
は
例
年
並
み
と
な
っ
た
。
参
加
者
大
幅

増
！
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
、
と
い
う
ご
報
告
が
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
本
総
会
以
外
の
懇

親
会
の
開
催
や
、
同
窓
会
本
部
・
他
支
部

と
の
連
携
等
を
図
り
、
同
窓
生
の
掘
り
起

こ
し
、
お
よ
び
総
会
・
懇
親
会
へ
の
新
規

参
加
者
増
に
努
め
た
い
。

九
州
北
部
支
部

【
九
州
北
部
支
部
連
絡
先
】

　

九
州
電
力
株
式
会
社

　

地
域
共
生
本
部　

江
口 

勝
也

　

〒
８
１
０—

８
７
２
０

　

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
丁
目
１
番
82
号

　

T
e
l
：
０
９
２
（
７
６
１
）
３
０
３
１

　

F
a
x
：
０
９
２
（
７
１
１
）
０
３
５
７

　

em
ail

：K
atsuya_Eguchi@

kyuden.co.jp

平成 27 年 5 月 20 日　於：ホテルニューオータニ博多 〔
そ
の
他
〕

　

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
九
州
へ
の
就
職
、
赴
任
、
転
居
等
の

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

江
口 

勝
也
（
平
成
15
年
卒
）
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第
19
回
九
州
南
部
支
部
同
窓
会
総
会
は

平
成
27
年
８
月
１
日
（
土
）、
熊
本
県
熊

本
市
内
の
ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
熊
本
で
開

催
さ
れ
た
。
当
日
の
総
会
出
席
者
は
26
名

で
あ
っ
た
。

一．
総
会

  

総
会
で
は
、
瀬
地
山

敏
支
部
長
（
昭
和
35

年
卒
）
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
役
員
や
会
計
な
ど

支
部
運
営
に
関
す
る
事
項
の
確
認
並
び
に

報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
引
き
続
き
、
京

都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
准
教
授
の

敦
賀
貴
之
氏
か
ら
、
学
部
や
研
究
科
、
大

学
の
近
況
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
た
同
窓
会
事

務
局
の
田
村
利
恵
氏
か

ら
、
同
窓
会
の
近
況
な

ど
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た

だ
い
た
。

二
．
講
話

  

仙
台
国
税
局
長
（
前
九
州
財
務
局
長
）

の
小
原
昇
氏
（
昭
和

61
年
法
学
部
卒
）
よ

り
、「
地
方
創
生
と
日

本
の
財
政
金
融
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
約
１

時
間
ご
講
話
を
い
た
だ

九
州
南
部
支
部

い
た
。
小
原
氏
は
政
府
や
各
地
方
自
治
体

に
よ
っ
て
現
在
推
進
さ
れ
て
い
る
地
方
創
生

の
概
要
や
狙
い
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た

上
で
、
人
口
減
少
の
度
合
い
は
地
域
に
よ
っ

て
異
な
る
の
で
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
特
性
を
活
か
し
て
主
体
的
に
知
恵
を
出

し
合
い
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
人
口
減
少
は
マ
イ
ナ
ス

面
ば
か
り
で
な
く
プ
ラ
ス
面
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
効
果
を
活
用
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
、
説
得
的
か
つ
明
確
に
論

じ
ら
れ
た
。
出
席
者
も
皆
、
熱
心
に
聞
き

入
り
、
講
話
終
了
後
に
は
ふ
る
さ
と
納
税

に
関
す
る
質
問
を
は
じ
め
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
な
さ
れ
た
。

三
．
懇
親
会

  

懇
親
会
は
、
岡
野
徹
氏
（
昭
和
38
年
卒
）

の
乾
杯
に
よ
り
開
宴
。
出
席
者
そ
れ
ぞ
れ

の
近
況
報
告
、
学
生
時
代
の
思
い
出
話
、

今
後
の
展
望
な
ど
、
酒
盃
を
交
わ
し
な
が

ら
歓
談
に
花
を
咲
か
せ
た
。
今
回
は
初
め

て
出
席
さ
れ
た
方
、
久
し
ぶ
り
に
出
席
さ

れ
た
方
な
ど
、
例
年
に
も
増
し
て
多
く
の

会
員
が
出
席
を
果
た
さ
れ
、
さ
ら
に
九
州

北
部
支
部
か
ら
は
東
本
和
行
氏
（
昭
和
50

年
卒
）、
流
鏑
馬
清
規
氏
（
昭
和
52
年
卒
）

が
出
席
さ
れ
、
支
部
の
垣
根
を
越
え
て
親

睦
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

瀬
地
山
敏
氏
、
岡
野
徹
氏
、
宮
本
智
司
氏

（
昭
和
54
年
卒
）、
富
澤
拓
志
氏
（
平
成

２
年
卒
）、
田
中
康
博
氏
（
平
成
９
年
卒
）

の
各
氏
に
は
は
る
ば
る
遠
方
よ
り
お
越
し
い

た
だ
き
、
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

い
た
。
こ
の
よ
う
に
今
回
も
例
年
以
上
に

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
、
有
意
義

な
意
見
交
換
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

終
了
間
際
に
は
、
全
員
で
「
琵
琶
湖
周
航

の
歌
」
を
合
唱
し
、
次
年
度
の
再
会
を
誓

い
合
い
な
が
ら
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

た
。
な
お
、
今
回
の
総
会
を
開
催
す
る
に

当
た
り
、熊
本
県
理
事
の
林
田
素
行
氏
（
昭

和
44
年
卒
）
に
は
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

瀬地山支部長のご挨拶

小原昇氏のご講演 敦賀准教授

今年はたくさんの方々に参加していただき大盛況でした。
( 平成 27 年 8 月 1 日 於：ホテルニューオータニ熊本 )

【
九
州
南
部
支
部
連
絡
先
】

菊
地 

裕
幸
（
平
成
７
年
卒
、
鹿
児
島
国
際
大
学
）

　

〒
８
９
１
―

０
１
９
７

　

鹿
児
島
市
坂
之
上
８
―

34
―

１

　

鹿
児
島
国
際
大
学
経
済
学
部

　

T
e
l
：
０
９
９
（
２
６
１
）
３
２
１
１

　

F
a
x
：
０
９
９
（
２
６
１
）
３
２
９
９

　

em
ail

：hirokiku@
eco.iuk.ac.jp
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各支部からの便り

名
古
屋
支
部

西村新支部長のご挨拶 眞継前支部長のご挨拶

平成 27年 3月 18 日　於：名古屋国際ホテル

○
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

　
ま
し
た
！！

　

平
成
27
年
３
月
18
日
（
水
）、
平
成
26

年
度
の
名
古
屋
支
部
の
総
会
・
講
演
会
・

懇
親
会
が
名
古
屋
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、
総

勢
53
名
の
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
は
、眞
継
支
部
長
の
ご
挨
拶
の
後
、

高
井
副
支
部
長
よ
り
、
西
村
新
支
部
長
以

下
10
名
の
新
役
員
が
紹
介
さ
れ
た
他
、
支

部
規
約
の
承
認
、
今
年
度
の
会
計
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
同
窓
会
常
務
理
事
で
も
あ

る
江
上
雅
彦
教
授
よ
り
、「
金
融
工
学
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
そ
の
後
」
の
テ
ー

マ
で
、
大
変
興
味
深
い
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、西
村
新
支
部
長
の
ご
挨
拶
、

山
内
新
副
支
部
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
を
皮

切
り
に
、
中
部
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
の
華
麗
な
弦
楽
四
重
奏
の
も
と
、
京

大
の
懐
か
し
い
校
舎
や
先
生
方
の
お
写
真

の
ス
ラ
イ
ド
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
学
生

時
代
に
一
気
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、

あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
歓
談
の

輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
琵
琶
湖
周
航
の
歌
、
紅
萌
ゆ

る
を
全
員
で
合
唱
し
て
、
室
賀
新
副
支
部

長
の
中
締
め
の
ご
挨
拶
の
後
、
再
会
を
誓

い
つ
つ
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

○
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

　

名
古
屋
支
部
の
会
員
は
、
京
都
大
学
経

済
学
部
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
う
ち
、
愛

知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県
に
居
住
さ
れ
て

い
る
か
、
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
々
が
会
員

で
す
。
転
勤
等
で
、
上
記
３
県
に
転
入
さ

れ
た
方
で
、
同
窓
会
事
務
局
に
住
所
変
更

等
の
手
続
き
が
未
済
の
方
は
、
ぜ
ひ
「
京

都
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
」
の
Ｈ
Ｐ
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊
藤 
雅
也
（
昭
和
53
年
卒
）

14Kyoto University



　

平
成
26
年
9
月
20
日
（
土
）、
愛
媛
支

部
の
例
会
（
総
会
及
び
懇
親
会
）
を
、
伊

予
銀
行
松
山
保
養
所
で
開
催
し
た
。

　

当
愛
媛
支
部
の
活
動
歴
史
は
古
く
、
昭

和
30
年
代
よ
り
毎
年
、
夏
と
冬
に
年
2
回

同
窓
会
を
開
催
し
て
き
た
が
平
成
21
年
夏

を
最
後
に
中
断
し
て
い
た
の
で
、
今
回
は

5
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
◯
総
会
・
懇
親
会

　

前
回
（
平
成
21
年
）
の
総
会
で
、
支
部

長
が
枡
田
三
郎
氏
（
昭
和
23
年
卒
、
元
伊

予
銀
行
）
か
ら
村
田
武
氏
（
昭
和
41
年
卒
、

愛
媛
大
学
）
に
交
代
し
た
。
愛
媛
支
部
の

運
営
に
際
し
て
は
、故･

渡
部
晃
夫
氏（
昭

和
31
年
卒
、
元
伊
予
銀
行
）
が
愛
媛
支
部

総
会
（
恒
例
会
）
の
開
催
、
更
に
京
都
で

の
本
部
理
事
会
や
総
会
へ
出
席
さ
れ
る
な

ど
、
そ
の
ご
尽
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

く
支
部
活
動
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
頂
い

た
。
渡
部
氏
が
平
成
22
年
７
月
に
逝
去
さ

れ
て
以
来
、
今
回
は
久
し
ぶ
り
の
総
会
開

催
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
総
会
の
冒
頭

で
新
支
部
長
か
ら
は
改
め
て
本
会
の
維
続

や
活
性
化
に
努
め
る
旨
の
挨
拶
が
行
わ
れ

た
。　

　

次
い
で
、
経
済
学
部
同
窓
会
本
部
よ
り

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
曳
野
孝
准
教
授
か

ら
大
学
・
大
学
院
の
近
況
な
ど
を
お
話
し

い
た
だ
い
た
。
続
い
て
懇
親
会
に
移
り
、

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
学

生
時
代
の
思
い
出
、
京
都
へ
の
郷
愁
や
各

自
の
近
況
な
ど
を
語
り
合
い
、
旧
交
を
温

め
た
。

　

懇
親
会
は
盛
会
裏
に
進
み
、
賑
や
か
に

談
笑
を
重
ね
た
。
最
後
に
新
支
部
長
や
ゲ

ス
ト
の
曳
野
先
生
を
囲
ん
で
記
念
写
真
を

撮
り
、
来
年
の
再
会
を
誓
っ
て
閉
会
と

な
っ
た
。

◯
課
題

　

本
会
の
メ
ン
バ
ー
は
約
30
名
で
あ
る

が
、
今
回
参
加
し
た
の
は
10
名
と
少
数
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
特
に
若
者
の
参
加
が
少

な
く
先
細
り
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。　

　

今
後
は
メ
ン
バ
ー
へ
の
積
極
的
な
働
き

か
け
と
と
も
に
、
同
窓
会
本
部
・
他
支
部

と
の
連
携
を
図
っ
て
同
窓
生
の
掘
り
起
こ

し
、
総
会
・
懇
親
会
へ
の
参
加
者
増
加
に

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

※
本
年
は
9
月
26
日
（
土
）
午
後
５
時
30

分
～
支
部
総
会
を
開
催
予
定
で
す
。

詳
細
は
、
封
書
に
て
後
日
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

京
都
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◯
連
絡
先
な
ど

　

現
在
、
愛
媛
県
に
在
住
の
皆
さ
ま
、
ま

た
転
居
等
で
今
後
ご
来
県
の
皆
さ
ま
は
、

是
非
と
も
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、
愛
媛
支

部
同
窓
会
の
総
会
・
懇
親
会
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

梶
原 

正
秀
（
昭
和
50
年
卒
）

愛
媛
支
部

平成 26 年 9 月 20 日　於：伊予銀行松山保養所

【
愛
媛
支
部
連
絡
先
】

梶
原 

正
秀
（
元
伊
予
銀
行
）

T
e
l
&
F
a
x
：
０
８
９
（
９
５
２
）４
８
５
７

em
ail

：kajiw
ara.m

asahide@
m

aroon.
plala.or.jp

15 Kyoto University

京都大学経済学部同窓会会報 
平成 27 年 9 月 1 日　第 18 号

Kyoto University



16Kyoto University



　

京
都
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
は
、毎
年
、

卒
業
後
50
年
を
祝
う
記
念
同
窓
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
は
昭
和
40
年
卒

業
組
の
番
で
し
た
。

　

い
ま
ま
で
に
も
、
教
養
部
時
代
の
E2
、

E3
、
E4
の
ク
ラ
ス
で
は
同
窓
会
が
開
催
さ

れ
て
い
た
の
で
す
が
、全
員
の
同
窓
会
は
、

こ
の
50
周
年
記
念
同
窓
会
が
初
め
て
で
し

た
。

　

各
ク
ラ
ス
を
代
表
す
る
17
名
か
ら
な
る

大
部
隊
の
同
窓
会
実
行
委
員
会
が
、
昨
年

5
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
準
備
作

業
は
、
経
済
学
部
同
窓
会
事
務
局
作
成
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
進
め
ま
し
た
。
こ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
じ
つ
に
よ
く
で
き
て
い

ま
す
。
お
お
い
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

名
簿
の
作
成
が
本
当
に
大
変
で

し
た
。
と
く
に
E1
の
ク
ラ
ス
は
、

私
（
本
山
美
彦
）
の
責
任
で
も
あ

る
の
で
す
が
、
卒
業
後
一
度
も
同

窓
会
を
開
い
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー

の
名
前
す
ら
不
確
か
で
あ
る
と

い
っ
た
有
様
で
し
た
。
経
済
学
部

長
の
岩
本
武
和
先
生
に
頼
み
込
ん

で
、
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る

昭
和
40
年
入
学
者
名
簿
か
ら
、
経

済
学
部
入
学
者
全
員
の
名
前
を
ま

ず
確
定
し
、
卒
業
者
名
簿
で
各
年

度
入
学
者
の
留
年
組
を
割
り
出
し
、

さ
ら
に
、
他
の
ク
ラ
ス
が
毎
年
作
成
し
て

い
る
名
簿
と
つ
き
あ
わ
せ
て
、
E1
の
メ
ン

バ
ー
を
確
定
す
る
と
い
う
作
業
に
、
膨
大

な
時
間
が
費
や
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

多
く
の
同
窓
生
の
協
力
を
得
て
、
昨
年
の

8
月
末
に
や
っ
と
昭
和
40
年
卒
業
者
の
名

簿
が
完
成
し
、
翌
9
月
に
同
窓
会
の
案
内

状
を
発
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
2
月

に
出
欠
の
最
終

確
認
を
行
い
76

名
（
含
み
同
伴

者
3
人
）
の

出
席
回
答
を
得

ま
し
た
。
昨
年

の
１
１
１
名

を
大
幅
に
下

回
り
ま
し
た

が
、
同
窓
会
当

日
（
２
０
１
５

年
５
月
28
日

（
木
）、
時
計
台

国
際
交
流
ホ
ー
ル
Ⅱ
・
Ⅲ
）
は
、
和
気
あ

い
あ
い
の
、
そ
れ
こ
そ
楽
し
い
３
時
間
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
、
友
情
出
演
し
て
い
た
だ
い
た
男

性
合
唱
団「
ア
ル
マ
・
マ
ー
タ
・
ク
ワ
イ
ア
」

（
平
均
年
齢
73
歳
）
の
圧
倒
的
な
声
量
に

感
動
し
た
私
た
ち
も
、
肩
を
組
ん
で
「
逍

遙
の
歌
」、「
琵
琶
湖
周
航
歌
」
を
熱
唱
し

E1　21 名　クラス会「がんこ二条苑」

E2　16 名　クラス会「がんこ二条苑」

E3  22 名　

E4　17 名   クラス会「千房」

京
都
大
学
経
済
学
部

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会

 

昭
和
40
年
卒

卒
業
50
周
年
記
念

同
窓
会
開
催
の
お
知
ら
せ

《
昭
和
41
年
卒
業
の
皆
様
へ
》

＊
日
時

：

平
成
28
年
５
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
（
予
定
）

＊
会
場

：

京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記

　
　
　
　

念
館
２
階
国
際
交
流
ホ
ー
ル

　
　
　
　

Ⅰ
・
Ⅱ

＊
次
第

：

学
部
長
の
挨
拶
、
乾
杯
、
着
席

　
　
　
　

 

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
、
写
真
撮
影
な
ど

＊
会
費

：

１
万
円
（
当
日
申
し
受
け
ま

　
　
　
　

す
）
以
上
、
ク
ラ
ス
単
位
の

　
　
　
　

懇
親
会　

（
夜
）
も
企
画
さ
れ

　
　
　
　

て
い
ま
す
。

詳
細
は
後
日
皆
様
に
も
ご
案
内
し
ま
す
。

※
ご
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は
お
知
ら
せ

　
下
さ
い
。

【
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
】

全員で記念撮影をしました！

ま
し
た
。

　

宴
は
、
午
後
１
時
に
始
ま
り
、
午
後
４

時
に
終
了
し
、
そ
の
後
、
各
ク
ラ
ス
は
そ

れ
ぞ
れ
二
次
会
を
開
き
ま
し
た
。
宴
の
模

様
は
D
V
D
に
記
録
し
、
出
席
者
全
員

に
後
日
発
送
し
ま
し
た
。
同
窓
会
準
備
に

多
大
の
ご
協
力
を
頂
い
た
ば
か
り
か
、
3

時
間
も
の
長
い
間
、
最
後
ま
で
付
き
合
っ

て
下
さ
っ
た
岩
本
先
生
、
同
窓
会
担
当
常

務
理
事
・
江
上
雅
彦
教
授
、
同
窓
会
事
務

局
・
田
村
利
恵
さ
ん
に
は
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。

実
行
委
員
会
代
表
・
本
山 

美
彦

Ｅ１
・
林    

哲
彦
、 

Ｅ2
・
吉
村 

昭
道
、

Ｅ3
・
加
藤 

正
祐
、
Ｅ4
・
矢
吹    

宏
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平
成
26
年
10
月
11
日
（
土
）、
京
都
大

学
百
周
年
時
計
台
記
念
館
国
際
交
流
ホ
ー

ル
に
て
、
平
成
26
年
度
の
同
窓
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
会
・
総
会
に
て
、

和
田
会
長
の
ご
挨
拶
の
あ
と
、「
平
成
25

年
度
決
算
」
お
よ
び
「
平
成
26
年
度
予
算

案
」
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
経
営
管
理
大
学
院
の
川
北
英

隆
教
授
に

「
京
都
企
業

へ
の
投
資

魅
力
」
に

つ
い
て
お

話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
京
都
に
本
社
を
も
つ
優
良

企
業
の
目
覚
ま
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
、
そ
の
背
景
に
あ
る
歴
史
と
企
業
文

化
、
加
え
て
ど
の
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
か

を
実
例
に
基
づ
き
ご
説
明
い
た
だ
き
、
卒

業
生
の
皆
さ
ん
も
「
な
る
ほ
ど
・
・
・
」

と
興
味
深

く
聞
い
て

お
ら
れ
ま

し
た
。
講

演
に
先
立

ち
、
近
年

成
27
年
10
月
24
日
）
も
楽
し
い
企
画
を
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
た
く
さ

ん
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

（
京
都
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
事
務
局
）

和田会長のご挨拶

これからも益々充実した総会にしていきます！

（平成 26 年 10 月 11 日　於：京都大学百周年時計台記念館）

時
経
済
学
部
４
回

生
）、
山
崎
悠
さ

ん
（
当
時
法
科
大

学
院
修
了
）
に
よ

る
ボ
ロ
デ
ィ
ン
作

曲
の
弦
楽
四
重
奏

曲
第
２
番
第
一
楽

章
の
演
奏
で
す
。

難
し
い
曲
だ
そ
う

で
す
が
、
素
晴
ら

し
い
メ
ロ
デ
ィ
で
懇
親
会
を
締
め
く
く
る

に
は
と
て
も
良
く
、
演
奏
終
了
後
に
は
諸

先
輩
方
か
ら
予
期
せ
ぬ
ア
ン
コ
ー
ル
が
あ

り
ま
し
た
が
、冷
静
に
そ
の
場
で
ア
イ
ネ
・

ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
の
第
三
楽

章
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

に
岩
本
武
和
学
部
長
の
楽
し
い
ご
挨
拶
で

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
懇
親
会
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た

方
全
員
に
、
同
窓
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ー

ド
カ
バ
ー
ノ
ー
ト
を
記
念
品
と
し
て
お
持

ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
回

も
集
合
写
真
を
撮
影
し
、
皆
様
の
ご
自
宅

へ
後
日
郵
送
い
た
し
ま
し
た
。今
年
度（
平

川北教授のご講演

で
は
恒
例
と
な
り
ま
し
た
在
学
生
に
よ
る

学
部
卒
業
論
文
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
回
は
留
学
生
初
と
な
る
ケ
ヴ
ヘ

イ
ッ
シ
ュ
ウ
ィ
リ
・
ル
ー
ス
ダ
ン
さ
ん（
平

成
26
年
卒
、
当
時
修
士
１
回
生
）
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
株
式
市
場
の
バ
ブ
ル
を
検

出
す
る
モ
デ
ル
に
関
す
る
論
文
（
平
成
25

年
度
優
秀
卒
業
論
文
賞
受
賞
）
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
輩
方
も
高
い
レ

ベ
ル
の
発
表
に
驚
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
も
、
前
回
好
評
を
博
し
ま
し

た
京
都
大
学
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
弦
楽
四
重
奏
の
美
し
い
音
色
を
楽
し
み

な
が
ら
、
着
席
形
式
で
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
中
、
お
食
事
や
ご
歓
談
を
堪
能
し
て

い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。
司
会
の
諸

富
徹
教
授
の
開
会
の
辞
で
ス
タ
ー
ト
し
、

新
し
く
近
畿
支
部
長
（
本
部
副
会
長
）
に

就
任
さ
れ
た
麻
生
純
さ
ん
（
昭
和
47
年

卒
）
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
乾

杯
の
ご
挨
拶

に
は
、
懇
親

会
に
ご
出
席

い
た
だ
い
た

卒
業
生
の
中

で
最
年
長
の

鈴
木
重
夫
さ

ん
（
昭
和
31
年
卒
）
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
弦
楽
四
重
奏
団
、

水
野
寸す

奈な

於お

さ
ん
（
当
時
経
済
学
部
２
回

生
）、
武
田
航
平
さ
ん
（
当
時
経
済
学
研

究
科
修
士
２
回
生
）、大
木
卓
哉
さ
ん
（
当

開会のご挨拶（麻生純様）

京都大学交響楽団による演奏（OB含む）

司会の諸富教授

（企画委員長）

同
窓
会
総
会
報
告

平
成
26
年
度
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経
済
学
部
の
在
学
生
で
、
同
窓
会
会
員

の
み
な
さ
ん
を
ご
招
待
す
る
「
在
学
生
イ

ベ
ン
ト
」
を
、
今
年
も
百
周
年
時
計
台
記

念
館
の
国
際
交
流
ホ
ー
ル
Ⅱ
・
Ⅲ
に
て
７
月

２
日
（
木
）
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
在
学
生
同
士
の
交
流

だ
け
で
な
く
、
卒
業
生
や
教
員
と
も
交
流

を
深
め
、
さ
ら

に
よ
り
多
く
の

学
生
さ
ん
に
同

窓
会
の
存
在
を

知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
同
窓
会

を
も
っ
と
身
近

に
感
じ
て
も
ら

い
、
卒
業
後
も

同
窓
会
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
趣
旨
で
行
って
お
り
ま
す
。

　
【
講
演
会
】
今
年
は
国
際
協
力
銀

行
（
J
B
I
C
）
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

吉
田
晋
也
さ
ん
（
平
成
18
年
卒
・
岩
本
ゼ

ミ
）
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。

講
演
は
「
国
際
金
融
の
現
場
に
飛
び
込
ん

で 

～
ひ
ね
り
出
す
そ
の
半
歩
が
形
づ
く
る

経
済
政
策
～
」
と

題
し
て
行
わ
れ
、

J
B
I
C
の
役
割

や
ご
自
身
の
体
験

談
を
紹
介
し
つ
つ
、

在学生イベント！ 2015

吉田さんの講演会

劉教授 開会のご挨拶

若
き
学
生
た
ち
に
未
知
の
環
境
に
“
飛
び

込
む
”
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
J
B
I
C
に
つい
て
の
紹
介
で
は
、

日
本
政
府
が
１
０
０
％
出
資
す
る
銀
行
で
あ

る
た
め
、
貸
出
案
件
が
日
本
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
意
義
を
持
つ
の
か
と
い
う
視
点
を
含

め
て
審
査
を
し
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
、
吉
田
さ
ん
自
身
の
経
験
と
し

て
国
際
会
議
で
の
交
渉
に
臨
ま
れ
た
際
の
話

な
ど
を
挙
げ
て
、
国
際
交
渉
と
い
う
未
知

の
場
で
活
動
す
る
こ
と
の
苦
労
を
語
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
９
年
間
働
い
て
き
た

人
生
の
先
輩
か
ら
学
生
への
メッ
セ
ー
ジ
と
し

て
、
日
々
の
地
道
で
泥
臭
い
仕
事
を
通
じ
て

失
敗
を
重
ね
な
が
ら
も
人
は
螺
旋
状
に
成

長
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
、
若
い
う
ち
こ
そ

未
知
に
“
飛
び
込
む
”
挑
戦
を
し
て
ほ
し
い

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
学
生
さ
ん
た
ち
も
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
若
い
時
か

ら
毎
日
努
力
を
怠
ら
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を

強
調
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で

は
、「
京
大
経
済
学
部
で
学
ん
だ
こ
と
が
ど

う
活
き
て
い
る
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、

「
知
識
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
物
事
を
単

純
化
し
て
問
題
解
決
に
つ
な
げ
る
モ
デ
ル
化

な
ど
思
考
の
仕
方
に
も
役
立
っ
て
い
る
」

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
【
立
食
パ
ー
テ
ィ
】
同
窓
会
企
画
委

員
長
の
劉
徳
強
教
授
に
よ
る
開
会
の
ご

挨
拶
、
そ
し
て
佐
々
木
啓
明
教
授
に
よ

る
乾
杯
の
ご
挨
拶
で
立
食
パ
ー
テ
ィ
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
最
初

は
綺
麗
に
盛
り
付
け
ら
れ
た

お
料
理
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
い
よ
い

よ
ゲ
ー
ム
大
会
の
始
ま
り
で

す
。
昨
年
好
評
だ
っ
た
「
み

ん
な
で
ク
イ
ズ
」
は
、
そ
の

名
の
と
お
り
参
加
者
４
～
５
人
で
チ
ー
ム
を

作
って
も
ら
い
、
チ
ー
ム
み
ん
な
で
協
力
し
て

４
択
問
題
を
作
り
、
他
の
チ
ー
ム
み
ん
な
で

考
え
解
答
す
る
と
い
う
全
員
参
加
型
の
ク
イ

ズ
で
す
。
今
年
は
事
前
に
メ
ー
ル
で
参
加
者

の
み
な
さ
ん
に
は
予
め
４
択
の
問
題
作
り
を

お
願
い
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
洗

練
さ
れ
た
良
い
問
題
が
目
白
押
し
で
し
た
。

各
チ
ー
ム
と
も
答
え
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に

大
き
な
歓
声
が
湧
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

見
事
１
位
～
３
位
に
な
っ
た
チ
ー
ム
に
は
、

チ
ー
ム
全
員
に
賞
品
を
贈
呈
し
、
そ
し
て

最
も
セ
ン
ス
が
あ
り
面
白
い
問
題
を
作
っ
て

く
れ
た
チ
ー
ム
を
講
演
者
の
吉
田
さ
ん
に
選

ん
で
い
た
だ
き
同
窓
会
オ
リ
ジ
ナ
ルハ
ー
ド
カ

バ
ー
ノ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
他
、
吉
田
さ
ん
に
は
学
生
さ
ん
た
ち
と
ク

イ
ズ
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
り
、「
王
様

じ
ゃ
ん
け
ん
」
で
は
「
リ
ー

ダ
ー
」
と
し
て
、
学
生
の

み
な
さ
ん
を
相
手
に
じ
ゃ

ん
け
ん
も
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
そ
の
他
の

ゲ
ー
ム
に
お
い
て
も
賞
品

は
大
変
好
評
だ
っ
た
よ
う

で
、
み
な
さ
ん
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
員
で
記
念

撮
影
を
し
、
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
も

学
生
ス
タ
ッ
フ
（
天
野
史
也
く
ん
、
岩
田
一

真
く
ん
、
岩
本
麻
奈
美
さ
ん
、
小
林
純
く

ん
、
塚
田
愛
理
さ
ん
、
村
尾
陸
く
ん
）
に

は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

お
忙
し
い
中
ご
参
加
い
た
だ
い
た
岩
本
学
部

長
、
劉
教
授
、
江
上
教
授
、
佐
々
木
教
授
、

田
中
准
教
授
に
も
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　

（
同
窓
会
事
務
局
）

来年もまたみんなで楽しみましょう♪
（平成 27 年 7 月 2 日　於：京都大学百周年時計台記念館）

みんなでクイズ

先輩の体験談も沢山聞けます！
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サ
ー
ク
ル

紹
介

京
都
大
学
交
響
楽
団

こ
う
し
た
演
奏
会
の
運
営
や
裏
方
も
、
基

本
的
に
は
一
か
ら
自
分
た
ち
で
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

お
客
様
に
向
け
た
演
奏
会
だ
け
で
な

く
、
団
内
で
の
演
奏
会
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
毎
年
冬
に
は
、
団
内
発
表
会

が
催
さ
れ
、
自
主
企
画
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
そ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
す
。
ま
た
、
一
年
を
通
し
て
各

パ
ー
ト
・
セ
ク
シ
ョ
ン
の
発
表
会
が
数
多

く
催
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
団
員

は
常
に
音
楽
と
触
れ
合
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
６
月
16
日
と
６
月
18
日
に

西
宮
と
京
都
に
お
い
て
、
第
１
９
７
回
定

期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

客
演
指
揮
に
、
国
内
外
問
わ
ず
多
方
面
で

ご
活
躍
の
篠
﨑
靖
男 

先
生
を
お
招
き
し
、

リ
ム
ス
キ
ー=
コ
ル
サ
コ
フ
の
歌
劇
『
皇

帝
の
花
嫁
』
序
曲
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
交

響
曲
第
７
（
８
）
番
『
未
完
成
』、
プ
ロ

コ
フ
ィ
エ
フ
の
交
響
曲
第
５
番
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
チ
ャ
レ

ン
ジ
ン
グ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
日
々
の
練
習
や
篠
﨑
先
生
と
の
リ

ハ
ー
サ
ル
を
通
し
て
、
着
実
に
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
番
で
は
、
自
分

た
ち
の
音
楽
を
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
響
き

渡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
に
な
い

好
評
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
得
ら
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
感

動
、
達
成
感
は
他
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き

な
い
、
大
変
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

水み
ず

野の 

寸す

な

お
奈
於
（
３
回
生
）

♬♪

平成 27 年 6 月 16 日　西宮公演でのリハーサルの様子　於：兵庫県立芸術文化センター KOBELCO 大ホール

　

京
都
大
学
交
響
楽
団
（
通
称:

京
大
オ

ケ
）
は
１
９
１
６
年
に
創
立
さ
れ
た
、
日

本
で
も
有
数
の
伝
統
を
も
つ
大
学
オ
ケ
で

す
。
創
立
以
来
定
期
演
奏
会
を
年
２
回
開

催
し
、
今
回
で
１
９
７
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
団
員
は
総
勢
約
２
０
０
名
に
上
り
、

京
大
生
だ
け
で
な
く
他
大
学
の
人
も
多
く

所
属
し
て
い
ま
す
。

　

京
大
オ
ケ
は
、
夏
と
冬
、
年
２
回
の
定

期
演
奏
会
と
、
夏
期
休
暇
中
の
演
奏
旅

行
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
中

心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
練
習
期

間
中
は
、
毎
週
木
曜
に
行
わ
れ
る

総
練 （
全
体
練
習
）
を
始
め
、
分
奏
・

パ
ー
ト
練
習
・
個
人
練
習
に
お
い
て
、

団
員
は
日
々
音
楽
に
真
剣
に
取
り
組

み
、
よ
り
良
い
演
奏
を
模
索
し
て
い

ま
す
。
音
楽
に
対
し
て
妥
協
を
許
さ

ず
こ
だ
わ
り
抜
く
姿
勢
は
京
大
オ
ケ

の
大
き
な
特
徴
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
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初
め
ま
し
て
、
宇
仁
ゼ
ミ
に
所
属
し
て

い
ま
す
4
回
生
の
萬
代
貴
昂
と
申
し
ま

す
。
宇
仁
ゼ
ミ
に
つ
い
て
少
し
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

宇
仁
ゼ
ミ
は
一
応
経
済
系
の
ゼ
ミ
だ
そ

う
で
す
。
た
だ
毎
年「
自
由
に
活
動
す
る
」

と
い
う
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。
大
変
未
熟

な
が
ら
去
年
ゼ
ミ
長
を
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
私
で
す
が
、
経
済
系
の
ゼ
ミ
な
の

か
ど
う
か
、
全
体
的
な
方
針
は
ど
う
な
の

か
、
先
輩
方
か
ら
や
教
授
か
ら
何
か
指
針

や
ご
指
摘
を
い
た
だ
く
と
い

う
事
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
真

相
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、「
テ
ー

マ
は
何
で
も
、
活
動
の
深
さ
も
何
で
も
い

い
よ
」
と
い
う
表
現
が
適
切
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
つ
ま
り
言
い
方
を
変
え
る
と
、

や
る
気
が
な
け
れ
ば
適
当
に
そ
れ
っ
ぽ
い

事
を
す
れ
ば
O
K
と
い
う
こ
と
も
で
き
、

故
に
単
位
は
非
常
に
と
り
や
す
い
（
事
で

有
名
？
）
で
す
。
具
体
的
に
は
去
年
で
申

し
ま
す
と
、
飲
食
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
し
た
り
、
為
替
、
I
R
、

株
価
を
ひ
た
す
ら
見
よ
う
と
し
た
り
、

L
I
N
E
の
ス
タ
ン
プ
で
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
試
み
た
り
し
ま
し
た
。
控
え
め
に

言
っ
て
そ
こ
そ
こ
失
敗
し
ま
し
た
。
た
だ

最
近
、
こ
の
「
失
敗
」
は
教
授
の
意
図
し

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
の
代
の
失
敗
は
端
的
に
は

「
組
織
内
に
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
蓄
積
が
な
い

中
、実
行
可
能
性
が
管
理
で
き
な
か
っ
た
」

と
い
う
よ
う
な
事
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
何
の
制
約
も
な
い
自
由
な
意

思
決
定
の
下
で
活
動
を
し
、
そ
し
て
失

敗
を
し
た
事
を
通
し
て
得
た
経
験
は
大

変
貴
重
な
物
で
し
た
。
そ
し
て
思
い
返
せ

ば
、
私
が
小
さ
い
な
が
ら
何
か
成
果
を
出

し
た
時
、
間
違
っ
て
い
た
時
に
教
授
に
い

た
だ
い
た
数
少
な
い
助
言
は
そ
の
後
の
核

に
な
っ
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
は
今
年

度
に
も
い
く
つ
か
引
き
継
が
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
「
失
敗
は
最
大
の
経
験
で
あ
る
」
と
い

う
よ
う
に

ま
と
め
れ

ば
大
し
た

事
は
な
い

ど
こ
に
で

も
あ
る
話

で
す
が
、

社
会
人
に

な
る
手
前

に
、
あ
く

ま
で
ゼ
ミ

生
の
自
主

性
を
最

大
限
尊
重

し
、
不
甲

斐
な
い
内

容
に
も
い

ゼ
ミ
紹
介

宇
う

仁
に

先生

ビアガーデンで飲み会！

つ
も
笑
っ
て
目
を
つ
ぶ
っ
て
く
だ
さ
る
教

授
の
懐
の
深
さ
や
、
こ
の
先
社
会
で
は
自

分
の
誤
り
を
親
切
に
訂
正
し
て
く
れ
る
人

間
な
ど
い
な
い
と
い
う
厳
し
さ
を
同
時
に

感
じ
ま
し
た
。

　

大
学
は
「
あ
る
学
問
を
と
こ
と
ん
突
き

詰
め
、
知
識
を
洗
練
さ
せ
る
場
」
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
経
済
経
営
と
い
う
あ
る

意
味
正
解
の
な
い
混
沌
と
し
た
学
問
を
扱

い
、
各
学
生
の
そ
の
後
の
社
会
生
活
に
直

結
す
る
経
験
の
場
と
し
て
宇
仁
ゼ
ミ
は
素

晴
ら
し
い
場
所
で
す
。
O
B
の
方
々
の

訪
問
も
多
い
で
す
が
、
個
性
的
な
キ
ャ
リ

ア
の
方
が
多
く
、
し
か
し
皆
さ
ん
教
授
を

慕
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
こ
ろ
は
共
通
し

て
い
ま
す
。
私
と
同
じ

よ
う
な
経
験
を
宇
仁

ゼ
ミ
で
な
さ
っ
た
の

で
は
？
と
勘
ぐ
る
事

も
多
い
で
す
。

萬ば
ん
だ
い代 

貴き

昂こ
う

（
4
回
生
）

OBさん達と共に
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60
～
70
名
が
参
集
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
開
催
で
き
た
の
も
、
宣
代
奥
様
が
正
会

員
２
３
９
名
に
加
え
て
、
大
学
院
か
ら
の
ゼ

ミ
生
（
特
別
会
員
）
30
名
に
も
全
員
に
毎

年
年
賀
状
を
出
さ
れ
て
い
た
の
で
住
所
確

認
が
出
来
た
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
26
年
11
月
29
日
に一 

一
会

と
し
て
感
謝
を
込
め
て
宣
代
奥
様
の
米
寿

の
集
い
を
開
催
し
、
約
60
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。
最
初
に
、
特
別
会
員
・
岩
本
武
和

研
究
科
長
か
ら
の
祝
電
の
披
露
が
あ
り
、

楽
し
く
賑
や
か
に
会
は
進
行
し
て
い
き
ま
し

た
。
最
後
に
、
宣
代
奥
様
が
し
っ
か
り
と
し

た
口
調
で
ご
挨
拶
さ
れ
、
盛
会
裏
の
う
ち

に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
欠
席
の

約
２
０
０
名
に
は
、
当
日
資
料
お
よ
び
当
日

記
念
写
真
の
拡
大
コ
ピ
ー
を
郵
送
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
会
員
か
ら
大
変
喜
ば
れ
感
謝

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
平
成
27
年
４
月
、

17
期
（
昭
和
53
年
卒
）
の
本
荘
武
宏
さ
ん

が
大
阪
ガ
ス
㈱
新
社
長
就
任
、
15
期
（
昭

和
51
年
卒
）
の
三
木
和
成
さ
ん
が
初
出
馬
で

姫
路
市
議
会
議
員
選
挙
に
当
選
と
い
う
グ
ッ

ド
ニュー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
早
逝

さ
れ
た
小
野
一 

一
郎
先
生
の
分
ま
で
宣
代
奥

様
に
は
長
生
き
し
て
頂
い
て
、
ま
だ
ま
だ
現

役
で
頑
張
って
い
る一 一会
の
ゼ
ミ
生
の
活
躍
を

見
守
って
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
村 

昭
道
（
５
期
・
昭
和
41
年
卒
）

　

我
が
恩
師
小
野
一 

一郎
先
生
は
、
平
成
元

年
３
月
63
才
で
京
大
教
授
・
定
年
退
官
、

平
成
７
年
３
月
70
才
で
阪
南
大
学
教
授
・

定
年
退
職
、
翌
平
成
８
年
12
月
７
日
に
71

才
、
肺
炎
で
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
健
在
中
も
、
亡
く
な
っ
た
後
も
一 

一
会

（
正
会
員
28
期
、
２
３
９
名
）
は
略
２
年

ご
と
に
開
催
さ
れ
、
宣
代
奥
様
以
下
毎
回

　

８
月
７
日
に
20
名
が
参
加
し
て
同
窓
会

が
西
村
屋
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
た
。
懇

親
会
に
先
立
ち
、
毎
日
放
送
監
査
役
の
松

島
裕
治
（
昭
和
48
年
卒
）
さ
ん
に
、「
放

送
事
業
が
直
面
す
る
課
題
に
つい
て
」
お
話

を
し
て
い
た
だ
い
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
で
確
実
に
テ
レ
ビ
を
観
る
人
が
減
って
い
る

こ
と
、
ま
た
自
分
の
お
気
に
入
り
の
ド
ラ
マ

番
組
を
録
画
し
て
お
き
都
合
の
よ
い
と
き
に

観
る
な
ど
視
聴
の
仕
方
が
変
化
し
視
聴
率

に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
「
ち
ち

ん
ぷ
い
ぷ
い
」
の
よ
う
な
幅
広
い
層
の
人
々
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
良
質
の
番
組
編
成
に

向
け
て
の
努
力
な
ど
に
つ
い
て

話
が
あ
っ
た
。
Ｑ
＆
Ａ
で
は
若

い
世
代
か
ら
は
「
ツ
イ
ッ
タ
ー

上
で
テ
レ
ビ
番
組
に
つ
い
て
自

分
の
感
想
を
述
べ
合
う
な
ど
し

て
お
り
、
必
ず
し
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
テ
レ
ビ
に
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
影
響
し
て
い
る
わ
け
で
な

い
」
と
の
鋭
い
指
摘
も
あ
っ
た
。

　

大
学
か
ら
は
神
戸
在
住
の

島
本
哲
朗
教
授
に
昨
年
に
引

き
続
い
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

一
回
生
か
ら
ゼ
ミ
に
参
加
さ
せ

て
ま
じ
め
に
学
習
す
る
よ
う

「
一
一
会
」

（
故
小
野
一
一
郎
ゼ
ミ
生
の
会
）

活
動
報
告

平成 26 年 11 月 29 日　宜代奥様米寿の会

指
導
を
強
め
て
い
る
こ
と
、
大
学
院
に
進
む

学
生
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
近
況
に

つい
て
報
告
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
Ｑ
＆
Ａ
で

は
経
営
管
理
大
学
院
に
つい
て「
慶
応
大
学
、

神
戸
大
学
な
ど
に
比
べ
る
と
存
在
感
が
薄
い

の
で
は
な
い
か
？
」
な
ど
の
手
厳
し
い
指
摘
、

文
科
省
の
理
科
系
優
先
の
方
針
で
経
済
学

部
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
な
ど
の

質
問
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
の
近
況
報
告
に

移
っ
た
。
会
長
の
本
山
美
彦
先
生
は
大
学

を
退
い
た
後
も
熱
心
に
研
究
を
さ
れ
て
お

り
、「
昔
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
は
大
嫌

い
だ
っ
た
が
、
研
究
を
す
る
な
か
で
最
近
は

『
す
ご
い
な
』
と
思
い
始
め
た
」
な
ど
の
報

告
が
あ
っ
た
。今
年
は
平
成
26
年
卒
の
古
田
、

田
岡
さ
ん
、
平
成
15
年
卒
の
蟹
井
さ
ん
な

ど
初
参
加
の
人
が
５
名
も
あ
り
、
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
神
戸
地
区
同
窓
会
は
近
畿

支
部
が
設
立
さ
れ
た
後
も
毎
年
開
催
さ
れ
、

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
で
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気

の
中
で
、
卒
業
年
次

を
越
え
て
懇
親
を
深

め
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
度

神
戸
地
区
同
窓
会

神戸地区同窓会事務局（連絡先）
野尻 賢司（昭和 44 年卒）
パフォーマンス・マネジメント
　　　　　　　研究所気付　
e-mail : nojirijn@iijmio-mail.jp

平成 27 年 8 月 7 日　於：西村屋ダイニング
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平成 27 年 2 月 21 日　於：東京如水会館

平成 26 年 10 月 4日　於：京都大学百周年時計台記念館

　

菱
山
先
生
の
ご
命
日
（
2
月
17
日
）
に

近
い
、
本
年
2
月
21
日
（
土
）
東
京
の
如

水
会
館
に
お
い
て
、
先
生
の
遺
徳
を
偲
ん

で
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
東
京
地
区
在
住
者
が
中
心
で
あ

り
ま
し
た
が
、
34
名
集
ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
大
学
院
で
先
生
に
師
事
さ
れ

た
立
教
大
学
の
黒
木
教
授
か
ら
「
ケ
ネ
ー

か
ら
ス
ラ
ッ
フ
ァ
ま
で
の
経
済
学
の
旅

路
」
と
い
う
副
題
の
も
と
、
菱
山
先
生
の

ご
業
績
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き
、
参
加
者

全
員
で
改
め
て
菱
山
先
生
が
「
経
済
学
」

に
残
さ
れ
た
大
き
な
足
跡
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
37
年
卒
の
大
伴
勝
彦
様
の
乾

杯
の
ご
発
声
で
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

41
年
卒
の
宇
野
様
よ
り
、
今
後
の
当
会
の

運
営
に
つ
い
て
お
話
頂
き
、
末
長
く
先
生

を
偲
ん
で
卒
業
生
の
懇
親
の
場
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

39
年
卒
の
松
原
様
、48
年
卒
の
加
藤
様
、

　

木
原
正
雄
先
生
は
、
昭
和
21
年
か
ら
定

年
退
官
さ
れ
た
昭
和
56
年
ま
で
、
実
に
35

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
京
大
・
経
済
学
部

で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
。
先
生
が
ご
逝
去
さ

れ
て
今
年
で
７
年
と
な
る
が
、
ご
逝
去
後

に
再
開
さ
れ
た
同
窓
会
正
正
会
総
会
も
、

昨
年
の
10
月
４
日
（
土
）
に
第
３
回
目
を

迎
え
、
18
人
が
京
大
・
構
内
に
集
合
し
た
。

初
め
て
の
試
み
と
し
て
参
加
者
の
中
か

ら
、
昭
50
年
卒
の
橋
本
芳
純
氏
よ
り
「
企

業
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
現
状
に
つ
い

て
」
講
演
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
第
４
回
総
会
は
７
月
11

日
（
土
）
に
楽
友
会
館
に
て
開
催
さ
れ
、

木
原
先
生
の
ご
子
息
・
正
義
氏
（
昭
48
・

野
沢
ゼ
ミ
・
修
了
）
よ
り
、
ご
自
分
の
東

西
ベ
ル
リ
ン
で
の
生
活
体
験
を
基
に
「
分

断
さ
れ
た
日
常
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
講
演

を
拝
聴
し
た
。
今
日
の
日
本
や
世
界
の
、

社
会
・
経
済
・
政
治
・
大
学
・
企
業
な
ど

に
つ
い
て
、
木
原
先
生
な
ら
ど
の
よ
う
に

論
じ
ら
れ
る
の
か
会
場
の
随
所
で
語
り
合

う
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

今
回
は
、
会
員
に
正
正
会
総
会
の
開
催

方
法
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

な
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
改

め
て
会
員
に
ご
通
知
す
る
予
定
。

　

深
田 

弘
明
（
昭
和
53
年
卒
）

木
原
ゼ
ミ
・

　     

正
正
会

第
三
回
・
第
四
回
総
会
報
告

菱山会の
活動状況

49
年
卒
の
堀
井
様
、
60
年
卒
の
大
澤
様
か

ら
、
先
生
を
偲
ん
で
お
話
を
頂
き
、
参
加

者
全
員
が
先
生
の
在
り
し
日
の
姿
を
思
い

出
し
な
が
ら
拝
聴
し
ま
し
た
。

又
、
加
藤
さ
ま
に
は
今
回
「
京
都
大
学
経

営
協
議
委
員
」
に
就
任
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
大
学
の
近
況
に
つ
い
て
合
わ

せ
て
お
話
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
38
年
卒
の
宇
治
様
指
揮
の
下
、

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
と
「
逍
遥
の
歌
」

を
歌
い
、
2
年
後
京
都
で
の
再
会
を
誓
い

散
会
し
ま
し
た
。

《
幹
事
》
川
村 

義
則
（
昭
和
50
年
卒
）　

	

香
川 

隆
裕
（
昭
和
50
年
卒
）

	
清
水 

俊
晴
（
昭
和
55
年
卒
）

【
正
正
会
事
務
局
】《
深
田 

弘
明
の
連
絡
先
》

自
宅
住
所
：
〒
５
６
９—

１
１
２
１　

	

大
阪
府
高
槻
市
真
上
町
１—

１—

20—

406

T
e
l
&
F
a
x
：
０
７
２
（
６
8
３
）１
５
１
５

携
帯
：
０
９
０
ー
６
５
５
９
ー
７
０
５
３

em
ail

：fukadas@
paw

.hi-ho.ne.jp
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こ
の
同
窓
会
報
に
掲
載
す
る
記
事
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
ゼ
ミ
会
、
ク
ラ
ス
会

な
ど
の
お
知
ら
せ
・
報
告
、
ま
た
同
窓
会

活
動
・
京
都
大
学
経
済
学
部
に
関
係
の
あ

る
記
事
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮

な
く
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
写
真

も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
学
校
に
関
係
の
な

い
記
事
で
も
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
経
済
学
部
同
窓
会
事
務

局
ま
で
。

※
連
絡
先
は
会
報
裏
面
に
ご
ざ
い
ま
す
。

会
報
第
19
号
へ
の
記
事
募
集

卒
業
60
周
年
記
念

同
窓
会
（
丙
紳
会
）
開
催
の

お
知
ら
せ

《
昭
和
31
年
卒
業
の
皆
様
へ
》

＊
日
時

：

平
成
28
年
５
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
（
予
定
）

＊
会
場

：

京
都
大
学
百
周
年
時
計
台	

　
　
　
　

記
念
館
内

＊
会
費

：

１
万
円

　
　
　
　

（
当
日
申
し
受
け
ま
す
）

※
追
っ
て
案
内
状
は
発
送
し
ま
す
が
案
内

　

状
が
届
か
な
い
場
合
は
お
知
ら
せ
く
だ

　
さ
い
。

男

女

合計

965

201

1,166

982

191

1,173

989

193

1,182

974

211

1,185

937

218

1,155

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

伊藤忠商事／ＳＭＢ C 日興証券／大阪国税局／関西電力／京都銀行／京都市役所／京都府庁／厚生労働省／国土交通省／住友商事／
住友生命保険／商船三井／信金中央金庫／総務省／財務省／デロイト トーマツコンサルティング／東京海上日動火災保険／トヨタ自
動車／日本テレビ放送網／日本銀行／日本商工会議所／日本証券取引所／日本生命保険／日本放送協会／野村総合研究所／野村證券
／丸紅／みずほフィナンシャルグループ／みずほ銀行／三井住友銀行／三井住友信託銀行／三井物産／三菱商事／三菱東京ＵＦＪ銀
行／メリルリンチ日本証券／あずさ監査法人

《主な就職先》

《経済学部在籍学生数》 《学部卒業後の進路》

建設業

金融・保険業

情報通信業

飲食・宿泊

製造業

不動産業

運輸・郵便業

教育・学習支援業

電気・ガス

学術研究・専門技術サービス

卸売・小売業

公務員

サービスその他

5

45

23

0

39

4

11

3

10

21

14

14

1

5

49

23

0

37

4

13

3

10

19

23

8

3

0

55

18

0

44

3

11

2

7

28

25

17

7

0

62

19

2

41

2

8

5

11

10

19

23 16

7 17

3

4

15

6

54

16

19

23

6

0

65

2010 年度 2011年度 2012年度 2013 年度 2014 年度

就職

進学

受験準備

その他

合計

190

32

25

5

252

197

26

17

13

253

217

19

12

10

258

209

23

17

9

258

244

20

15

12

291

《学部卒業後の進路》
2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

え
っ
！
倒
産
で
す
か
！

　
「
本
学
部
の
先
輩
の
会
社
が
倒
産
し
た

と
聞
い
た
時
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。」
と

お
っ
し
ゃ
る
の
は
、
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

誌
で
も
書
評
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
書
籍

『
事
業
再
生
の
ス
ス
メ
』
の
著
者
一い

ち

條じ
ょ
う

仁じ
ん

志し

さ
ん
（
平
成
11
年
卒
）。

　

今
で
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
や
出

版
社
な
ど
、
複
数
の
会
社
を
経
営
さ
れ
て

い
る
一
條
さ
ん
も
、
過
去
に
は
２
度
の
倒

産
危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
経
験
が
お
あ

り
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
も
し
も
事
業
の
立
て
直
し
を
考
え
た

り
、
事
業
の
再
生
に
携
わ
っ
た
り
さ
れ
て

い
る
方
の
お
役
に
立
て
ば
」
と
い
う
一
條

さ
ん
の
お
申
し
出
で
、
事
務
局
と
し
て
は

初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
書
籍 

『
事
業
再
生
の
ス
ス
メ
（
定
価
：

１
，
７
２
８
円
）  
』
を
ご
希
望
の
方
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

冊
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
同
窓
会
事
務
局dosokai@

econ.
kyoto-u.ac.jp

ま
で
、『
書
籍
希
望
』
の
件

名
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
経
済
学
部
同
窓
会
事
務
局
）

写真右：書籍『事業再生のススメ』
写真左上：書評掲載誌
写真左下：一條さん

の
プ
レ
ゼ
ン
ト

本
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平成２６年（２０１４年）

７月　３日	 経済学部在学生イベント（講演会・懇親会）が百周年時計台記念館にて開催される。
７月１８日	 神戸地区同窓会が神戸国際会館 ｢西村屋ダイニング｣ にて開催される。
７月２５日	 近畿支部理事・幹事合同会議が京都大学経済学部にて開催される。
７月２６日	 九州南部支部総会が鹿児島県の城山観光ホテルにて開催される。
７月２６日	 東京支部第４０回経済懇話会が京大東京オフィスにて開催される。
		   （講演 「ASEAN 統合の今後を探る―ミャンマーの自動車生産拠点の分析から」
		  京都大学経済学研究科教授　塩地　洋　氏）
８月２５日	 京都大学経済学部同窓会会報第１７号が発行される。
８月２６日	 東京支部理事会が京大東京オフィスにて開催される。
９月１０日	 東京支部第４回経営研究会が京大東京オフィスにて開催される。
		  （講演 「あらゆる産業を変えるビッグデータ・イノベーション」　
		  ㈱ブロードバンドタワー代表取締役　藤原　洋　氏）
９月２０日　　愛媛支部総会が伊予銀行松山保養所にて開催される。
１０月１１日	 全国総会・理事会が京大百周年時計台記念館にて開催される。
		  （講演 「京都企業への投資魅力―京都５社の特別講義を受けて」　
		  京都大学経営管理大学院教授　川北英隆　氏）
１１月　８日	 東京支部第 41 回経済懇話会が京大東京オフィスにて開催される。
		  （講演 「地域包括ケアのまちづくりとその担い手を考える」
		  独立行政法人・労働政策研究研修機構　研究員 堀田聰子 氏）
１２月　５日　　近畿支部総会が大阪ガスビルにて開催される。
		   （講演 「日本財政の将来像」京都大学経済学研究科教授　諸富　徹　氏）

平成２７年（２０１５年）

１月１７日	 東京支部第４２回経済懇話会が京大東京オフィスにて開催される。
		   （講演「電力改革と暮らし」京都大学経済学研究科教授 依田高典 氏）
１月２７日	 東京支部理事会が京大東京オフィスにて開催される。　　　　　　　　　　　　　
３月１１日	 東京支部第５回経営研究会が京大東京オフィスにて開催される。
		  （講演 「リーマン時の経営危機からの脱出と業績建直し」　㈱東京精密 社長　太田邦正　氏）
３月１８日	 名古屋支部総会が名古屋国際ホテルにて開催される。
		  （講演 「金融工学、リーマンショック、その後」京都大学経済学研究科教授　江上雅彦　氏）
５月　９日	 東京支部総会が学士会館にて開催される。
		  京都大学総長のご挨拶と講話　京都大学第２６代総長　山極壽一　氏）
５月２０日	 九州北部支部総会がホテルニューオータニ博多にて開催される。
５月２８日	 卒業５０周年記念同窓会が百周年時計台記念館にて開催される。（Ｓ４０年卒）

京都大学経済学部同窓会の活動
（平成２６年７月～平成２７年５月）
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【本部役員】 【教員】
本部役職
名誉会長 西澤　宏繁 ３６ 東　　京
会　　長 和田　紀夫 ３９ 東　　京 （東京支部長）

副 会 長 藤永　憲一 ４８ 九州北部

副 会 長 眞継　　隆※ ３４ 名 古 屋 （名古屋支部長）
副 会 長 瀬地山　敏 ３５ 九州南部 （九州南部支部長）
副 会 長 千葉　　昭 ４４ 香　　川

名 古 屋
名 古 屋
名 古 屋

（香川支部長）
副 会 長 麻生　　純 ４7 近　　畿 （近畿支部長）

常務理事 宇野　　輝 ４１ 東　　京
理　  事 　井　昭雄 ３１ 近　　畿
理　  事 野々内　隆 ３１ 東　　京
理　  事 中田　一男 ３２ 東　　京
理　  事 山本　喜朗 ３３ 東　　京
理　  事 坂本　典之 ３４ 東　　京
理　  事 合田　隆年 ３５ 東　　京
理　  事 岡野　　徹 ３８ 東　　京
理　  事 柿本　壽明 ３９ 東　　京
理　  事 木村　泰彦 ４１ 東　　京
理　  事 岡本　　昻 ４２ 東　　京
理　  事 板東　　慧 ３２ 近　　畿
理　  事 大森　經徳 ３３ 近　　畿
理　  事 岡澤　元大 ３４ 近　　畿
理　  事 田中　義雄 ３８ 近　　畿
理　  事 河合　司二 ３９ 近　　畿
理　  事 本山　美彦 ４０ 近　　畿

（近畿副支部長）理　  事 野尻　賢司 ４４ 近　　畿
理　  事 出田　善蔵 ４５ 近　　畿

（近畿副支部長）理　  事 小塚修一郎 ４７ 近　　畿

九州南部

（近畿副支部長）
（近畿副支部長）
（近畿副支部長）

理　  事 植田　和保 ５１ 近　　畿
理　  事 戸神　良章 ５２ 近　　畿
理　  事 林　　　洋 ５２ 近　　畿

（北海道支部長）

（名古屋副支部長）
（名古屋副支部長）

（香川副支部長）
（愛媛副支部長）

（近畿副支部長）

理　  事 三木　　毅 ２２ 北  海  道
理　  事 酒井　　純 ５２ 北  海  道
理　  事 高井　睦朗※ ３４ 名 古 屋
理　  事 加藤　英二※ ３６ 名 古 屋
理　  事 木内　正洋※ ４０ 名 古 屋
理　  事 坂神　裕城※　 ４１
理　  事 杉山　重昻※ ４４
理　  事 古谷　俊男※ ５１

愛　　媛理　  事 村田　　武※ ４１
香　　川理　  事 渡邊　智樹 ４９

九州北部理　  事 鎌田　迪貞 ３３
九州北部理　  事 東本　和行 ５０
九州北部理　  事 薬真寺偉臣 ５１
九州北部理　  事 鏑流馬清規 ５２
九州北部理　  事 花田　恭一 ５３

理　  事 丸元　貞夫 ３８
九州南部理　  事 林田　素行 ４４
九州南部理　  事 宮本　智司 ５４
近　　 畿監　  事 大川　雅司 ４７

氏   名 本部役職
理 事 長 岩本   武和
常務理事 江上   雅彦

依田   高典理　  事
植田   和弘理　  事
宇仁   宏幸理　  事
岡田　知弘理　  事
川北　英隆理　  事
黒澤　隆文理　  事
小島　專孝理　  事
佐々木啓明理　  事
澤邉   紀生理　  事
塩地 洋理　  事
島本　哲朗理　  事
神事　直人理　  事
末松　千尋理　  事
椙山　泰生理　  事
武石　　彰理　  事
徳賀　芳弘理　  事
成生　達彦理　  事
西牟田 祐二理　  事
根井　雅弘理　  事
原　　良憲理　  事
久野　秀二理　  事
久本　憲夫理　  事
藤井　秀樹理　  事
堀　　和生理　  事
松井　啓之理　  事
文　　世一理　  事
諸富　　徹理　  事
劉　　徳強理　  事
若井　克俊理　  事
若林　直樹理　  事
若林   靖永理　  事
渡辺　純子理　  事
草野　真樹監　  事

【同窓会学内企画委員会委員】
劉　　徳強委 員 長
原　　良憲委　　員
若井　克俊委　　員
田中　　彰委　　員
敦賀　貴之委　　員

氏   名卒業年 所属支部

※平成２７年度同窓会総会において、名古屋支部：眞継隆副会長、高井理事、加藤理事、木内理事、坂神理事、杉山理事、
　古谷理事が退任、西村義明氏が副会長（名古屋支部長）、室賀理事、山内理事、磯村理事、田島理事、伊藤理事、近藤理事が就任予定。
　愛媛支部：村田武理事（愛媛支部長）が副会長、新たに梶原正秀氏が理事に就任予定。

【京都大学経済学部同窓会　本部役員名簿】
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自分の目の前にある問題が法律問題であることの認識を。
法律問題を適正に解決することが

対立する双方にとって大切であることの認識を。
それが人生を豊かにし、人々を幸せにすることの認識を。

〒 604 - 0847
京都市中京区烏丸通押小路上ル秋野々町５３５番地
日土地京都ビル３階　
TEL：０７５—２２２—７００７　

（京都市営地下鉄「烏丸御池」下車。烏丸通を北へ徒歩約３分）

洛友法律事務所

弁護士　豊 田　幸 宏　（京都大学法科大学院特別教授）
弁護士　豊 田　宏 嗣　（京都大学法科大学院卒業）
弁護士　増 田　つばさ（京都大学法科大学院卒業）

ご覧のとおりオールカラーの広告となります。
会報は同窓会のホームページでも閲覧することができますので、会員様だけでなく多くの方々
の目にとまります。また広告を掲載していただくことで同窓会財政の大きな支えにもなります。
どうかご理解の上、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
お知り合いの方の広告でも大歓迎です！ぜひお声がけください。

毎年、約11,000部の発行をしております同窓会の会報
に広告を載せてみませんか？

広 告 募 集

※次回掲載のお申し込み期限　… 平成 28 年 4 月 1 日～ 6 月 30 日
　広告費は 1 回につき

	 　　 1 ページ　			   8 万円
	 　1/2 ページ			   5 万円

本件に関するお申込み・お問い合わせは、京都大学経済学部同窓会事務局まで。
※同窓会の連絡先は会報裏面に記載しております。

となります。
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転居予定ですか？
転居済みですか？

現在、ご実家に
居住されていますか？

次ページのAを
お読みください

次ページのCを
お読みください

次ページのBを
お読みください

下記連絡先まで
ご連絡をお願い致します

郵便物を確実にお受け取りいただくために

同窓会に新住所をまだお知らせいただいていない方にお伺いします。

（転居予定および転居済みの方）

同窓会に新住所をお知らせいただけない理由がございますか？

いいえ

転居済み

いいえ

はい

転居予定

はい

【保存版】

同窓会の住所登録の変更はいつでも可能です。
電話・ＦＡＸ・メール・同窓会ホームページ内の「個人情報変更届」などをご利用ください。
TEL ／ FAX：０７５－７５３－３４１９　・　Ｅ mail：dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp
ホームページＵＲＬ　http://www.econ.kyoto-u.ac.jp/~dosokai/henkoutodoke.html

「京都大学経済学部同窓会」とキーワード検索していただいてもご覧いただけます。
※お電話にてお知らせいただく場合は、
月～金（土 ･ 日 ･ 祝 休）10：00 ～ 16：00（12：00 ～ 13：00 除く）にお願いいたします。

次ページに記載しました例以外にもさまざまなケースが考えられます。
状況により転居届の提出方法が異なりますので、ご不明なことやお困りのことがございま
したら、同窓会事務局にご遠慮なくお問い合わせください。
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　例えば、ご実家に住んでおられる方が転居に伴い ｢転居届｣ の ｢旧住所｣ 欄にご実家の住所を記入し、
提出されますと、１年の転送期間満了後、ご実家に送られてくるご本人様名義の郵便物は、そこにご家族の方が
居住されていても、どんなに大切な郵便物であっても、転居済みと判断され、配達してもらえないのが原則です。
その為、発送元に新住所を通知されない限り、以降郵便物が受け取れなくなるという事態が発生します。そこで ･･･

前ページのフローチャート結果をもとに、以下の手続きをしていただくことで、転居届を提出してから 1 年が経過した後も、
ご実家に送られてくるご本人様宛ての郵便物はそのままご実家へ、新住所へ送られる郵便物は新住所へそれぞれ配達され
ますので、確実にお受け取りいただくことができます。

Ａ・・・現在、ご実家にお住まいで、｢新住所｣ へ転居予定の方

① 転居届をお手元に１枚ご用意いただき、｢旧住所｣ 欄にご実家の住所を記入せず、新住所欄のみ

　 ご記入の上、お近くの郵便局へご提出ください。

① 転居届をお手元に２枚ご用意いただき、２枚ともご提出ください。

② １枚目に退去される住所を ｢旧住所｣ 欄に記入します。※退去後、旧住所へ郵便物が届かないようにする為です。

③ １枚目の｢新住所｣欄に、新住所を記入します。※ 1年間は退去された旧住所への郵便物が新住所へ転送されます。

④ ２枚目の ｢新住所｣ 欄に、ご実家の住所を記入します。※実際にご本人様がご実家に居住されていなくても問題

　 ありません。

⑤ ２枚目の ｢旧住所｣ 欄は、何も記入せず、空白のまま お近くの郵便局へご提出ください。

⑥ 郵便局へ提出後、できるだけお早めに提出された日とご実家の住所を同窓会にお知らせください。

①　｢転居届｣ をお手元に１枚ご用意いただき、｢新住所｣ 欄に、ご実家の住所を記入します。(※ 1)

②　｢旧住所｣ 欄には何も記入せず空白のまま お近くの郵便局へご提出ください。

③　郵便局へ提出後、できるだけお早めに提出された日とご実家の住所を同窓会にお知らせください。

（※ 1）実際にご本人様がご実家に居住されていなくても問題ございません。

【ご注意】
・ご実家に届いたご本人様宛ての郵便物は、新住所に転送されることはありませんので、新住所にてご本人様が受け取りたい
　大切な郵便物は、必ず発送元へ住所変更の連絡をしていただくことをおすすめいたします。
・ご実家が転居をされた時は、新しいご実家の住所を必ず発送元にお知らせください。

上記の方法により、同窓会からのご案内（大学の状況をお知らせする会報・卒業生名簿・本部総会、支部のイベント等）なども
含め、その他郵便物も確実にお受け取りいただくことができます。
　この書面の内容は、日本郵便（株）に確認しておりますが、 転居届に関して、又は郵便受取に際して万一損害等が発生した場
合でも、京都大学経済学部同窓会が責任を負うことはできませんのでご了承ください。
　ご不明な点等ございましたら、最寄りの郵便局にてご確認のうえ、「転居届」の提出をしていただきますよう、お願い申し上
げます。
※転居届は郵便局で入手できます。(web でも手続き OK ！ ｢ウェルカムタウン」とキーワード検索してください )

Ｂ・・・現在、ご実家以外にお住まいで、｢新住所｣ へ転居予定の方

Ｃ・・・現在、すでに転居済みの方

郵便物の不着を防ぐ方法
（ご実家に配達されます）
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東田さんの

【プロフィール】
東田大志（ひがしだ ひろし）
1984 年生まれ。京都大学法学部に入学後、総合人間学部に転学部して卒業。
現在、京都大学大学院人間・環境学研究科の博士後期課程に在学中。
日本でただ一人のパズル研究者であり、パズル作家。
全国 47 都道府県を自作パズルのビラ配りで周り、「ビラがパズルの人」と呼ばれる。
ＴＢＳ「教科書に載せたい」など、ＴＶ番組でもパズルを出題した。
著書に『パズル学入門』（岩波ジュニア新書）、
売上 10 万部に達した『東大・京大式　頭がよくなるパズル』（文春新書）など。

大学では、美学や社会学の立場からパズルという文化現象の分析を行っています。

そのかたわら、研究の合間を縫って全国を自作パズルのビラ配りで回り、

パズルの普及活動にも力を注いでいます。

『朝日中高生新聞』『ニュースがわかる』『応用物理』でパズルの連載を行うなど、

書籍やテレビ・ラジオ等の場でパズル作家としても活動を行っています。

『
パ
ズ
ル
学
入
門
』（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）

『
京
大
・
東
田
式  

日
本
語
力
向
上
パ
ズ
ル
』

（
小
学
館
１
０
１
新
書
）

【問 題】

リスト

スタート

ゴール

「読み変わりパズル」
〔遊び方〕
左上のスタートから、読み方が１文字だけ違う熟語を次々に作っていき、
右下のゴールまで行ってください。熟語は、リストの漢字をワクに当て
はめて作ってください。リストの漢字は、すべて１回ずつ使います。

だれも
が楽し

めるよ
うなオ

リジナ
ルのパ

ズル

を作っ
て、道

行く人
に各地

で配り
楽しんで

も

らって
います

。今回
の「読

み変わ
りパズ

ル」

もオリ
ジナル

パズル
です。

ぜひチ
ャレンジ

してみて
くださ

いね！

ひとことＰ
Ｒ！

京大経済学部同窓会へのご寄付について
　クラス会等をされた後、余ってしまったお金をどうすればよいか ･･･ と困っておられる幹事の方な
ど、昨年度より経済学部同窓会へご寄付いただけるようになりました。
　もちろん、使用目的・用途を明確にし、ご寄付いただきました方々のクラス名等を記名して、こち
らの会報で皆様にお知らせしたいと思っております。
　※掲載の可否については必ずお伺いしておりますのでご安心ください。
◆ 平成 27 年 7 月に昭和 40 年卒の方より10 万円をご寄付いただきました。
　お預かりしました寄付金は同窓会報作成費用の一部として使用させていただきます。
　この場をお借りし、ご寄付いただきました方へ心より御礼申し上げます。

【ご寄付の方法】まずは同窓会事務局へお電話 /FAX 又はメールにてご連絡をお願いいたします。
      ※同窓会事務局の連絡先は会報裏面にございます。（同窓会事務局）

【例題】 【答え】

パ ズ
パズルが解けた方は、「総会出欠
ハガキ」に答えをご記入下さい。
正解者の中から抽選で10名様に
総会でお配りしている同窓会

オリジナルグッズ（4点セット）を
プレゼントいたします！

ル

ピンクのマスに入った漢字を
ハガキの答え欄に書いて下さい。

難波 平太郎 様、四方 義明 様、的場 順三 様、河島 彦明 様、清益 實 様、
成田 勇一郎 様、望月 志郎 様、小泉 直樹 様、斎藤 栄慶 様、薗田 竜之介 様

≪前号の当選者≫
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